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ご
み
は
自
区
内
処
理
が
原
則

～
松
本
市
へ
ご
み
が
持
ち
込
ま
れ
た
例

も
～

　

安
曇
野
市
の
ご
み
は
、
原
則
安
曇
野

市
に
お
い
て
処
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
法
律
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

松
本
市
が
行
っ
た
調
査
で
、
安
曇
野

市
の
住
民
が
松
本
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

に
ご
み
を
持
ち
込
ん
で
い
る
事
例
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

他
の
自
治
体
に
ご
み
を
持
ち
こ
ま
な

い
で
く
だ
さ
い
。

ご
み
を
出
す
際
は
ル
ー
ル
を
守
り

ま
し
ょ
う
!!

　

表
2
は
、
今
年
度
実
際
に
収
集
で
き

な
か
っ
た
ご
み
・
資
源
物
の
例
で
す
。

収
集
で
き
な
い
ご
み
・
資
源
物
に
は
、

委
託
業
者
が
収
集
で
き
な
い
理
由
を
書

い
た
黄
色
い
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
置
い
て

い
き
ま
す
。
出
し
た
人
は
い
っ
た
ん
持

ち
帰
り
、
シ
ー
ル
に
書
か
れ
た
内
容
を

見
て
再
度
分
別
を
行
い
、
次
回
の
収
集

日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

一
人
ひ
と
り
が
ご
み
の
分
別
・
出
し

方
を
守
る
こ
と
が
、
住
み
よ
い
地
域
を

つ
く
る
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

長
野
県
は
ご
み
排
出
量
の
少
な
さ

日
本
一
!!

環
境
省
が
公
表
す
る
「
ご
み
排
出
量

の
少
な
さ
の
都
道
府
県
別
ラ
ン
キ
ン

グ
」
で
、
長
野
県
は
初
め
て
「
ご
み
排

出
量
の
少
な
さ
日
本
一
」
に
な
り
ま
し

た
。そ

の
う
ち
、
市
の
ご
み
排
出
量
は
一

人
一
日
あ
た
り
７
９
４
㌘
と
、
県
全
体

の
平
均
よ
り
少
な
い
値
で
し
た
。

　

美
し
い
自
然
を
次
世
代
へ
と
引
き
継

ぐ
た
め
の
取
り
組
み
が
、
日
本
一
で
あ

り
続
け
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

順位 県名 ごみ排出量 前年度順位

1位 長野県 838グラム 2位

2位 沖縄県 844グラム 1位

3位 熊本県 846グラム 3位

参考 平均 947グラム ‐

環境省：一般廃棄物処理事業実態調査（平成 26年度）

再
確
認
！
ご
み
の
出
し
方

ご
み
の
減
量
は
家
庭
か
ら

ご
み
の
出
し
方
を
見
直
し
、

住
み
よ
い
地
域
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

排
出
さ
れ
る
ご
み
の
多
く
を
占
め
る
家
庭
の
ご
み
。
ご
み
の
減

量
は
ど
う
し
た
ら
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

問題のあるごみの出し方の例（表 2）

穂高クリーンセンター

ごみ処理の様子（穂高クリーンセンター）

収集できなかったタイヤの例

生
ご
み
の
削
減
と
分
別
が
鍵

日
本
の
１
日
の
ご
み
総
排
出
量
は

４
４
３
２
㌧
、
東
京
ド
ー
ム
約
１
１
９

杯
分
が
毎
日
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
約
65
㌫
を
占
め
る
家
庭

か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
を
減
ら
す
こ
と

は
、
大
き
な
ご
み
減
量
と
環
境
保
全
に

つ
な
が
り
ま
す
。
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の

に
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
食
品
（
食
品
ロ

ス
）
や
、
正
し
く
分
別
す
る
こ
と
で
リ

サ
イ
ク
ル
で
き
る
資
源
を
ご
み
と
し
て

処
分
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、
環
境
に
も

家
計
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

私
た
ち
に
も
で
き
る
こ
と
か
ら
ご
み

の
減
量
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

●ごみ排出量の少なさ都道府県別ランキング
　（表 1）

◎特集

ごみ減量は
地球を救う

皆さんは正しくごみを出していますか。ごみを適正に処理するこ
とは、私たちが暮らしている地球を美しく保つために、重要な意
味を持っています。そこで今回は、身近なごみの問題や減量につ
いて考えてみましょう。

問廃棄物対策課廃棄物対策担当　471・2490　672・3176

◦全般
▷他の自治体のごみ袋に入っている。また

は、安曇野市指定のごみ袋に入っていな
い。

▷業者の収集が終わった後に出されている。
▷粗大ごみなど、集積所では収集できない

ごみが出されている。
◦もえるごみ
▷ 40㎝を超えるものが入っている。
◦もえないごみ
▷使用済小型家電が入っている。
◦資源物
▷汚れたものが入っている。
▷プラスチック製容器包装の中に、バケツ

などのプラスチック製品そのものが入っ
ている。

▷蛍光管の収集日に白熱電球やグローラン
プが出されている。

◎特集　ごみ減量は地球を救う
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分
別
で
年
間
１
万
円
の
節
約

ご
み
を
捨
て
る
に
は
、
市
指
定
の
ご

み
袋
が
必
要
で
す
。
分
別
を
せ
ず
に
大

量
の
ご
み
を
出
す
こ
と
は
、
大
き
な
出

費
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
家
庭
か
ら
出

る
ご
み
を
、
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

分
別
を
正
し
く
行
う
と
も
え
る
ご
み

の
袋
の
中
身
が
減
り
、
下
の
図
を
例
に

す
る
と
、
年
間
で
約
１
万
円
の
節
約
に

な
り
ま
す
。

プ
ラ
マ
ー
ク
の
表
示
が
あ
る
お
菓
子

の
包
み
紙
・
卵
の
パ
ッ
ク
（
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
容
器
包
装
）
や
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
・
チ
ラ
シ
（
雑
誌
・
雑
紙
）、
牛
乳

パ
ッ
ク
な
ど
は
も
え
る
ご
み
と
一
緒
に

捨
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
み
ら
れ

ま
す
。

過
去
に
は
県
の
景
観
サ
ポ
ー
タ
ー
を

務
め
、現
在
は
分
別
の
指
導
を
行
う「
岳

の
会
」
会
長
と
し
て
長
年
環
境
問
題
に

携
わ
る
遠
藤
エ
ツ
子
さ
ん
。
分
別
の
ポ

イ
ン
ト
な
ど
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

―
最
近
の
分
別
状
況
は
？

以
前
に
比
べ
る
と
改
善
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
人
や
地
域
に
よ
っ
て
意
識
に
ば

ら
つ
き
が
あ
り
ま
す
。
缶
詰
の
容
器
は

「
缶
」、
ふ
た
は
「
金
物
類
」
に
分
け
る

な
ど
、
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
を
確
認
し
、

明
科
地
域
潮
沢
地
区
で
本
年
度
の
環

境
部
長
を
務
め
る
宝
喜
吉
さ
ん
。
ご
み

の
出
し
方
に
注
意
を
促
し
ま
す
。

―
住
民
の
ご
み
の
出
し
方
は
？

ご
み
袋
に
は
住
ん
で
い
る
地
区
名
と

氏
名
を
記
入
し
ま
す
が
、
読
み
取
れ
な

い
よ
う
な
文
字
で
記
載
し
て
い
る
人
も

い
ま
す
。
自
分
た
ち
が
出
す
ご
み
に
責

任
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

―
地
域
や
家
庭
で
で
き
る
こ
と
は
？

子
ど
も
の
う
ち
か
ら
、
分
別
を
身
に

分
別
を
お
願
い
し
ま
す
。
正
し
く
分
別

が
さ
れ
な
い
と
、
処
理
の
際
に
機
械
が

壊
れ
る
原
因
と
な
り
、
莫
大
な
費
用
が

か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

―
ご
み
減
量
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

捨
て
る
前
に
再
利
用
が
可
能
か
ど
う

か
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
私
は
、
子

ど
も
た
ち
へ
の
環
境
教
育
と
し
て
、
空

き
缶
で
風
車
を
作
っ
た
り
、
段
ボ
ー
ル

で
動
物
を
作
る
環
境
学
習
会
の
指
導
を

し
て
い
ま
す
。
何
気
な
く
捨
て
て
い
る

付
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
家
庭
の
中

で
小
さ
い
う
ち
か
ら
分
別
が
習
慣
化
し

て
い
れ
ば
、
大
人
に
な
っ
て
も
当
た
り

前
の
よ
う
に
分
別
が
で
き
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
大
人
が
見
本
に
な
る
よ
う
に

分
別
を
し
て
、
子
ど
も
に
教
え
る
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
地
域
の
ご
み
減
量
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

ご
み
を
出
す
前
に
、
少
し
の
手
間
を

か
け
る
こ
と
で
す
。
生
ご
み
を
出
す
際

に
は
少
し
水
分
を
絞
る
、
日
に
あ
た
る

も
の
で
も
再
利
用
で
き
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

―
分
別
が
わ
か
ら
な
い
と
き
は
？

分
別
に
迷
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
現
場

の
指
導
員
に
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

※
分
別
な
ど
ご
み
に
関
す
る
相
談
は
、

ご
み
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
０

１
２
０
・
７
９
３
・
５
３
０
）
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
に
置
い
て
水
分
を
と
ば
す
だ
け

で
も
、ご
み
の
量
が
大
き
く
違
い
ま
す
。

自
分
一
人
く
ら
い
や
ら
な
く
て
も
…
と

い
う
意
識
を
変
え
る
こ
と
。
一
部
の
人

が
努
力
し
て
も
、
大
き
な
成
果
は
で
ま

せ
ん
。
多
く
の
人
が
少
し
ず
つ
努
力
を

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

分
別
で
お
金
も
資
源
も
節
約

ご
み
の
出
し
方
を
考
え
る
日
々
排
出
さ
れ
る
ご
み
。
地
域
の
ご
み
の
出
し
方
を

見
守
る
２
人
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

分
別
を
す
る
こ
と
は
、
環
境
に
も
お
財
布
に
も
優
し

い
こ
と
だ
と
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

例えば…毎日１袋ずつもえるごみを出す人が、正しい分別でもえるごみの量
が３分の１になった場合、年間で約１万円の節約になります。もちろん、資源物
も増え、袋も節約されるので、資源の無駄も省くことができます。

もえるごみ袋 10 枚入りを 420 円で買った場合
例えば
○分別しないで 1 日 1 袋を出したとすると・・・
　　　　　　　　1 枚 42 円× 365 日＝ 15,330 円
○分別をして、もえるごみの量が 3 分の 1 になった場合、袋の量も減って・・・
　　　　　　　　　　　15,330 円÷ 3 ＝ 5,110 円

1 年間で約 10,000 円もお得！
（分別した資源物の売却代金は市の収入になるため、市もお得！）

「捨てる前に
再利用の検討を」
岳
たけ

の会（リサイクル
センター指導）
会長
遠藤エツ子さん

「地域や家庭で
ごみ減量の意識
向上を」
明科地域潮沢区
環境部長

宝
たから

喜
き よ し

吉さん

分別前 分別後
もえるごみの量が

約3分の1になりました！！

地区名

地区名
氏名

氏名

安曇太郎

安曇太郎

○○区

○○区分
別

資源物
ペットボトル

衣類・布類
ダンボール

雑誌・雑紙

新聞紙

飲料紙パック紙製容器包装
プラスチック製
容器包装

◎特集　ごみ減量は地球を救う
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残
さ
ず
食
べ
よ
う
！
30
・
10
運
動

私
た
ち
が
排
出
し
た
も
え
る
ご
み
の

約
30
㌫
は
生
ご
み
で
す
。そ
の
中
に
は
、

ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら
れ
て
し

ま
う
食
品
（
食
品
ロ
ス
）
が
含
ま
れ
ま

す
。長

野
県
で
は
、
特
に
食
べ
残
し
が
多

い
「
宴
会
料
理
」
の
食
べ
残
し
を
出
さ

な
い
た
め
に
「
残
さ
ず
食
べ
よ
う
！

30
・
10
運
動
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

幹
事
の
皆
さ
ん
は
、
宴
会
開
始
時
や

お
開
き
の
前
に
呼
び
掛
け
を
行
い
、
出

席
さ
れ
る
皆
さ
ん
も
食
べ
残
し
が
な
い

よ
う
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
減
量
へ
の
取
り
組
み

美
し
い
地
球
を
残
す
た
め
に

県
や
市
で
は
ご
み
の
減
量
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

大
掃
除
や
宴
席
で
ご
み
が
多
く
な
る
年
末
年
始
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん

も
取
り
組
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
・
環
境
問
題
は
世
界
規
模
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
問
題
に

向
き
合
い
改
善
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

さ
ん
ま
る

い
ち
ま
る

みんなで実践！ 30・10 運動
①注文するときは適量を注文しまし

ょう
②最初の 30 分間は席を立たずに料理

を楽しみましょう
③最後の 10 分間は席に戻って食べ残

しがないようにしましょう

○宴会開始時

「本日は、お料理を充分にご用意しま
した。お酌に回る前に、最初の 30 分
間はお席に着き、ごゆっくりお召し
上がりください。」
○お開き前

「最後の 10 分間は自分の席に戻り、
有るを尽くしてお料理をいただき、
気持ちよくお開きにしましょう。」

市の取り組み～ごみの削減を目指して～

食品ロス削減啓発コースターの作成
　　食品ロス削減を啓発するため、4 種類のコー

スターを作成しました。イベント時に配布し
ているほか、廃棄物対策課（2 階6番窓口）お
よび各支所窓口に設置してありますので、ご
自由にお持ちください。数に限りがあります
ので、多くを希望される人は、事前に廃棄物
対策課までご相談ください。

生ごみ処理機器等購入費補助金
市内の一般家庭・事業所が購入する生ごみ処

理機器・せん定木等粉砕機に対して最大 10 万円
の補助金を交付しています。
リサイクル自転車販売

リサイクルセンターに持ち込まれた不要自転
車の修理再生を行い、例年 10 月（環境フェア）
と 3 月に希望者に販売します。
プラスチック製容器包装専用袋の販売
「プラスチック製容器包装専用袋」を販売して

います。従来のもえな
いごみ・資源物指定袋
より容量が大きく、値
段も安い使いやすい袋
です。ぜひご活用くだ
さい。

ごみを減らすための 3 Ｒ
次の 3 つのＲを徹底しましょう！
①Reduce（リデュース・減らす）

　分別などによって排出するごみを減らし
ましょう。レジ袋や割りばしなど、不要
なものはもらわない・買わないこともご
みの減量につながります。
②Reuse（リユース・再利用）

　必要なくなった衣類や家具などは必要な
人に渡しましょう。何度も使えるものは
再度利用しましょう。
③Recycle（リサイクル・再資源化）

　分別を徹底し、限りある資源を有効に利
用しましょう。

ごみは計画的に出しましょう
年末を迎えると、大掃除などで家庭から

出るごみが多くなりますが、収集日を確認
して計画的にごみを出しましょう。

また、粗大ごみやテレビ・エアコン・冷
蔵庫などの家電リサイクル法対象品の処分
方法についての問い合わせが多くありま
す。「ごみ・資源物収集カレンダー」や「家
庭用資源物・ごみ出し方の手引き」を確認
して正しく処分しましょう。お持ちでない
場合は、廃棄物対策課窓口や各支所、市ホ
ームページから入手できます。
分別に迷う場合は、問い合わせください。
ごみ専用フリーダイヤル　40120・793・530

積極的にご活用
ください。

目
標
は
ミ
ニ
ト
マ
ト
2
個
分

長
野
県
で
は
、
一
日
に
一
人
あ
た
り

の
ご
み
の
排
出
量
を
８
０
０
㌘
以
下
に

す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
１
日
に
ミ
ニ
ト
マ
ト
た
っ

た
2
個
分
（
38
㌘
）
の
減
量
で
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
み
減
量
の
目

標
と
し
て
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

ご
み
を
減
ら
す
こ
と
は
地
球
環
境

を
守
る
こ
と

私
た
ち
は
生
活
す
る
上
で
さ
ま
ざ
ま

な
ご
み
を
排
出
し
、
焼
却
や
埋
め
立
て

な
ど
の
方
法
で
、
限
り
あ
る
地
球
資
源

を
使
っ
て
処
分
し
て
い
ま
す
。
焼
却
に

使
わ
れ
る
化
石
燃
料
が
尽
き
、
年
々
減

少
し
て
い
る
焼
却
灰
の
埋
め
立
て
る
場

所
が
な
く
な
れ
ば
、
地
域
が
ご
み
だ
ら

け
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

私
た
ち
の
日
常
生
活
で
の
努
力
が
、

未
来
の
地
球
環
境
を
守
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
。

幹事さんの呼び掛け例

◎特集　ごみ減量は地球を救う
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特
集
◎
中
学
生
議
会

中
学
生
が
市
政
へ
提
言

未来を担う若い世代の皆さんの考え
方を市政に反映させ、併せて主権者
としての意識を高めてもらうため、
中学生議会を開催しました。中学生
の将来のまちづくりへの提言をお知
らせします。

1　冒頭、宮澤市長や市の幹部職員と記念撮影しました。2・3
　議会中は中学生議員が一人ずつ質問・提案をしました。4　傍
聴席以外に市役所内に傍聴スペースが設けられ、家族や市民の
皆さんが議会の様子を傍聴しました。

■福祉・保健グループ
松
まつだ

田鳳
お う

羽さん
（穂高東中）

寺
てらしま

島遥
はる か

夏さん
（豊科北中）

内
うちやま

山心
ここ の

乃さん
（穂高西中）

（左から） 

福祉や介護保険などについて学習し、次の項目
について質問や提言をしました。
①介護保険 ②健康づくり ③障がい者福祉

④地域福祉

■私たちの意見・提案
市民が気軽に運動できるトレーニングルームを

設置することで、介護予防、介護費の削減につな
がると思います。また、誰もが輝き幸せを感じる
市を目指して、障がいがある人とない人との交流
の場や、地域で高齢者の意見を取り入れた世代間
交流の場づくりなどに取り組んではどうでしょう
か。私たちも地域での活動に積極的に参加します。
■市からの回答

トレーニングルームの設置は、新総合体育館整
備計画でも検討を進めています。健康寿命日本一
のまちを目指して、地域で健康づくりや介護予防
に取り組む団体への支援や運動施設の周知、運動
習慣の普及に取り組みます。

また、市役所１階の喫茶コーナーなど障がい者
の皆さんが働く場での対話やイベント開催などを
通じて、障がい者との交流の場づくりに努めます。
高齢者と生きがいとの交流の場づくりとして老人
大学の内容充実や高齢者と若者が交流できる行事
を増やしていきます。

中
学
生
議
員 

私
た
ち
の
提
言

■観光・産業グループ
竹
たけだ

田匠
しょうご

吾さん
（明科中）

浅
あさ わ

輪大
だいじろう

二郎さん
（豊科北中）

柳
やなぎさわ

澤真
ま い

衣さん
（三郷中）

（左から） 

市の産業などについて学び、次の項目について
質問や提言をしました。
①米の生産拡大 ②松くい虫被害対策 ③観光 

■私たちの意見・提案
農林業について、米粉パンの普及や米作り体験

を通じた安曇野産米の消費拡大、農家と就農希望
者をつなぐハローワークの設置のほか、松枯れ被
害木伐倒後の土砂崩れ対策に耐久性シートの活用
や市民が山と触れ合う機会をつくることを提案し
ます。また、秋・冬の観光対策として、温泉を利
用したハーフマラソン参加者予定者用の講座など、
四季の魅力を生かした観光企画も提案します。私
たちもイベントへの参加や、市の歴史などを学び、
観光案内ができるようにします。
■市からの回答

主食以外に酒米などの加工用や飼料米で米の生
産拡大を図るほか、市民農園や農業塾など、農業
に触れ、学ぶ機会や、働き手が必要な農家と新規
就農者をつなぐ仕組みづくりにも取り組み、市の
農業振興につなげます。災害に強い健全な里山づ
くりに向けて、広葉樹林化や、市産木材の利用促進、
市民参加による里山整備などに取り組みます。

また、観光分野では、安曇野しゃくなげの湯な
ども活用し、国内外に向けて四季を通じて市の魅
力を発信することで観光客の滞在と周遊の満足度
の向上に取り組みます。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
、

政
治
へ
の
関
心
を
高
め
る

市
で
は
11
月
12
日
、
市
議
会
議
場
で

「
中
学
生
議
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
保
護
者
や
市
民
の
皆
さ
ん
、

報
道
機
関
が
傍
聴
す
る
中
、
市
内
7

中
学
校
の
2
年
生
18
人
の
生
徒
の
皆
さ

ん
が
宮
澤
市
長
や
市
の
幹
部
職
員
に
質

問
、
提
案
し
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
市
の
将
来
を
担

う
中
学
生
の
素
直
な
目
線
か
ら
の
斬
新

な
発
想
や
ア
イ
デ
ア
を
市
政
に
反
映
さ

せ
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
生

か
し
、
併
せ
て
公
職
選
挙
法
の
改
正
に

よ
り
選
挙
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、
主
権
者
の
立
場
で
政

治
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

「
私
が
」
で
き
る
こ
と
も
提
案

開
催
に
あ
た
り
、
市
政
全
般
を
学
ぶ

学
習
会
を
7
月
か
ら
全
2
回
の
日
程
で

行
い
ま
し
た
。
中
学
生
は
6
つ
の
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
、
市
の
仕
事
や
市
が
抱

え
る
課
題
に
つ
い
て
市
の
担
当
者
か
ら

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

学
習
会
を
終
え
て
、
各
グ
ル
ー
プ
で

は
学
習
成
果
を
基
に
各
自
が
質
問
す
る

内
容
を
分
担
し
、
当
日
の
発
言
原
稿
を

ま
と
め
ま
し
た
。
発
言
に
は
質
問
で
な

く
、
学
習
し
た
成
果
と
、
今
後
の
市
政

に
対
す
る
建
設
的
な
意
見
を
提
案
す
る

よ
う
に
し
、「
私
が
」
で
き
る
こ
と
も

提
案
に
盛
り
込
み
ま
し
た
。
当
日
議
会

を
傍
聴
し
た
寺
島
遥は
る
か夏
さ
ん
の
母
親
の

栄え

み水
さ
ん
は
「
子
ど
も
た
ち
が
市
の
課

題
に
注
目
し
発
言
し
て
い
て
感
心
し
ま

し
た
。
提
言
が
市
の
施
策
に
反
映
さ
れ

る
よ
う
期
待
し
た
い
で
す
」
と
話
し
ま

し
た
。

提
言
の
反
映

こ
れ
ま
で
中
学
生
議
会
で
の
提
言
内

容
か
ら
、
反
映
し
た
市
の
事
業
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。

文
化
振
興
（
平
成
26
年
度
）

　

小
中
学
生
向
け
「
市
立
美
術
館
・
博

物
館
年
間
行
事
ガ
イ
ド
」
の
配
布

議
会
広
報
の
充
実
（
平
成
26
年
度
）

議
会
だ
よ
り
の
内
容
充
実
と
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
本
会
議
の
録
画
配
信

良
好
な
景
観
の
保
全
創
出

（
平
成
27
年
度
）

　

中
学
生
向
け
「
景
観
づ
く
り
学
習
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
」
の
作
成

な
お
、
議
会
当
日
の
議
事
録
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

特集◎中学生議会

問学校教育課教育指導室
（471・2461　671・2338）

1

3

4

2
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■まちづくりグループ ■教育グループ
茂
しげばら

原和
わ か な

奏さん
（穂高西中）

矢
や じ ま

島萌
め い な

唯奈さん
（明科中）

三
み は ら

原大
だ い ち

知さん

※木
き む ら

村珠
じゅせい

星さん
（豊科北中）

長
は せ が わ

谷川将
まさひで

秀さん
（堀金中）

勝
か つ の

野直
なお

さん
（穂高西中）

木
き ぶ ね

船琢
た く ま

馬さん
（豊科南中）

（左から） 

市の財政や協働のまちづくりなどについて学
び、次の項目について質問や提言をしました。
①高齢者の生きがい ②男女共同参画

■私たちの意見・提案
高齢者が生きがいを持ち生活できるよう、市が

調整役になって学校などで高齢者と若者が相互に
支え合う環境づくりや、市民、特に中高生が男女
共同参画に関心を持つよう、地域で学ぶイベント
や講座を増やし、広報してはどうでしょうか。私
たちもボランティア活動や、啓発作文コンクール
などに積極的に取り組みます。
■市からの回答

高齢者をはじめ地域の人が学校で活躍するコミ
ュニティースクール支援事業や、市職員も地域へ
出向き、各地域で行う高齢者の生きがいづくり事
業への参加者の増加に向けて取り組みます。また、
若い世代が男女共同参画に関心を持ってもらえる
よう、市男女共同参画広報の活用や、地域で活動
する男女共同参画コミュニケーターとの座談会を
開催し、座談会の様子や意見交換の内容を広報な
どで紹介していきます。

学校のことや、市の歴史、文化などについて学
び、次の項目について質問や提言をしました。
①交通安全教育 ②出前展示 ③小中学生用広報

■私たちの意見・提案
交通事故防止のため、各学校へ「通学路安全マ

ップ」を配布すること。また、市の自然や歴史、
文化、市政などを知る機会を増やすため、各学校
を巡回する美術館・博物館収蔵品などの出前展示
の回数を増やしたり、学校図書館に市政を分かり
やすく説明した広報を置いたりしてはどうでしょ
うか。私たちもクラスや生徒会を通して交通安全
を呼び掛けたり、市の活動に協力したりします。
■市からの回答

出前展示と併せて、市民に市の芸術文化に触れ
てもらうために小中学生や高齢者を対象に市立美
術館・博物館の入館料の無料化や、4 月に施設の「年
間行事ガイド」を小中学生に配布しています。ま
た、各学校配布の「通学路安全マップ」とは別に
児童会や生徒会向けのマップづくりにも取り組み
ます。市政に関心を持ってもらうよう、市ホーム
ページの「キッズページ」の充実や、「広報あづみ
の」を学校図書館に設置したり、広報の紙面に小
中学生が登場したりするように努めます。

中
学
生
議
員 

私
た
ち
の
提
言

中
学
生
議
員 
私
た
ち
の
提
言

■環境グループ ■安全・安心グループ
醍
だ い ご

醐葵
あおい

さん
（穂高東中）

荒
あ ら い

井葵
あおい

さん
（穂高東中）

宮
みやざわ

澤美
み な ぎ

凪さん
（三郷中）

（左から） 

深
ふ か お

尾光
こ う き

希さん
（三郷中）

中
な か だ

田侑
ゆ う き

来さん
（堀金中）

宮
みやざわ

澤晶
あ き ほ

穂さん
（豊科南中）

（左から） 

市の環境や廃棄物対策などについて学び、次の
項目について質問や提言をしました。
①太陽光発電 ②資源物の分別 ③水の安全性

■私たちの意見・提案
地球温暖化対策に向けて、太陽光パネルの利点

を示して家庭での設置を推進したり、ごみの減量
化のため、ごみカレンダーを改良してごみ箱に貼
る資源物・ごみの分別表を作成したりしてはどう
でしょうか。また、安曇野の地下水のおいしさと
安全性を催しなどで紹介することも提案します。
私たちも呼び掛けや、学校でのごみの分別などに
取り組みます。
■市からの回答

住宅用太陽光発電設備の導入などに補助金を交
付し、自然エネルギーの活用の推進に取り組んで
います。ごみカレンダーや出し方の手引きなどを
分かりやすく改良したり、利便性の向上のため、
リサイクルセンターの開場日などを見直したりし
てごみの減量化や循環型社会の形成推進に努めま
す。また、環境フェアなどの催しで安曇野の水の
おいしさや安全性を宣伝するとともに、水道管の
洗浄や配水池にろ過装置を設置し、水質管理を一
層強化していきます。

防災や都市計画などについて学び、次の項目に
ついて質問や提言をしました。
①災害後の対策 ②交通安全 ③景観 

■私たちの意見・提案
自然災害に備え、水や食料など備蓄品の補充や

避難所の周知と整備に積極的に取り組むこと。ま
た、地上設置広告物の落下事故防止のため、基準
の見直しや呼び掛けをするほか、交通安全のため、
自転車専用道路や自転車通行帯の設置などの環境
整備を提案します。私たちも交通安全について家
族で話し合います。
■市からの回答

指定避難所の耐震化や食料、飲料水の備蓄を計
画的に行うほか、自主防災組織の充実強化への支
援や、防災講演会の開催、防災マップを全戸に配
布しています。市屋外広告物条例により安全や景
観に配慮した広告物の基準を定め、月 2 回程度幹
線道路のパトロールを行い、落下の恐れがある看
板の撤去指導などにも取り組んでいます。また、
自転車用の専用帯や走行指導帯を示す矢羽根型の
路面標示を市道に設置するなど、安曇野の自然や
景観に配慮した道路交通環境の整備に努めます。

特集◎中学生議会

■インタビュー　interview　学習会を終えて（8月27日）■学習会

積極的に自分の意見を発言したい
通学路など身の回りで事故が多いため、安全・

安心グループを選択しました。
学習前は、広報車による呼び掛けなどが印象

にはありましたが、学習会で学び、市ではたく
さんの取り組みがあることが分かりました。当
日は、議長も務め緊張しますが、質問では積極
的に自分の意見を発言したいです。

市の様子や市の仕事の内容について、市の担当
者から説明を受けました。

■インタビュー　interview　議会を終えて（11月12日）

若いうちから政治や政策に関心を持ちたい
今回、議員に選ばれ、その中でも議長として参

加できたのは光栄でした。議長席では発言者の動
きなど様子を見ながら議事を進行するのが難しく、
とても緊張しました。中学生議会に参加し、まち
づくりや観光など、市のことを学ぶよい機会にな
りました。18 歳から選挙権があるため、若いうち
から政治や政策に関心を持って、積極的に政治に
参加したいです。

浅
あ さ わ

輪大
だ い じ ろ う

二郎さん
（豊科北中）

宮
みやざわ

澤晶
あ き ほ

穂さん
（豊科南中）

※当日、三原さんの代理として出席（左から）
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市政トピックス 市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

市内で初めて確認

鳥インフルエンザの
拡散防止にご協力ください

■
青
少
年
交
流　

千
葉
県
東
金
市
を
小
学
生
21
人
が
初
訪
問

市
の
青
少
年
交
流
事
業
と
し
て
、

友
好
都
市
・
千
葉
県
東
金
市
へ
公
募

に
よ
る
小
学
生
21
人
が
11
月
26
日
か

ら
27
日
ま
で
の
2
日
間
の
日
程
で
初

め
て
訪
問
し
ま
し
た
。

東
金
市
役
所
で
の
歓
迎
式
典
で
志し

賀が

直な
お
は
る温
東
金
市
長
は
「
東
金
市
の
子

ど
も
た
ち
と
有
意
義
な
交
流
に
し
て

ほ
し
い
」
と
歓
迎
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
滞
在
中
、
東
金
青
年
の

家
に
宿
泊
し
、
竹
灯
籠
の
製
作
な
ど

で
、
同
市
の
子
ど
も
た
ち
と
交
流
を

深
め
ま
し
た
。
ま
た
、
市
内
の
城
西

国
際
大
学
を
訪
ね
、
留
学
生
と
英
語

を
交
え
て
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

東
金
市
と
の
交
流
は
平
成
７
年
に

旧
堀
金
村
で
民
間
交
流
か
ら
始
ま

り
、
毎
年
、
夏
休
み
を
利
用
し
て
同

市
の
子
ど
も
た
ち
が
安
曇
野
市
を
訪

れ
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
に
友
好
都

市
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
今
回
、
青
少

年
の
相
互
交
流
が
実
現
し
ま
し
た
。

平和都市宣言の朗読をする中学生

城西国際大学での留学生との交流会

「私たちが願う平和な安曇野」（明南小学校）の発表

■
恒
久
平
和
を
願
い　

戦
没
者
追
悼
式
・
平
和
の
つ
ど
い

■
２
分
の
１
成
人
記
念
・
小
学
４
年
生　

平
和
と
人
権
の
大
切
さ
を
学
ぶ

第
6
回
平
和
の
つ
ど
い
と
戦
没
者

追
悼
式
を
11
月
19
日
、
堀
金
総
合
体

育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
し
ま
し

た
。第

１
部
で
は
、
先
の
大
戦
等
で
の

犠
牲
者
に
哀
悼
の
意
を
表
し
て
戦
没

者
追
悼
式
が
行
わ
れ
、
参
列
者
は
黙

と
う
と
献
花
を
捧
げ
ま
し
た
。

第
2
部
の
平
和
の
つ
ど
い
で
は
、

8
月
に
広
島
平
和
記
念
式
典
に
参
列

本
年
度
、
市
内
で
10
歳
を
迎
え
る

小
学
4
年
生
を
対
象
と
し
た
「
2
分

の
１
成
人
記
念　

安
曇
野
市
人
権
・

平
和
特
別
授
業
～kizuki

～
」
が

11
月
14
日
、
豊
科
公
民
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
節
目
と
な
る
年
に
、
郷
土

へ
の
愛
着
や
市
の
一
体
感
を
深
め
る

た
め
に
行
い
ま
し
た
。　

当
日
は
、
市
内
の
小
学
校
の
4
年

し
た
市
内
中
学
生
の
代
表
が
作
文
を

発
表
し
ま
し
た
。

平
林
槙ま
き
こ子
さ
ん
（
堀
金
中
）
は
作

文
の
中
で
、「
な
に
げ
な
い
日
々
を

大
切
に
し
、
家
族
や
友
達
が
そ
ば
に

居
て
く
れ
る
こ
と
に
感
謝
し
て
、
苦

し
く
て
も
辛
く
て
も
乗
り
越
え
て
笑

顔
を
守
っ
て
い
き
た
い
」
と
平
和
へ

の
願
い
を
話
し
ま
し
た
。

発
表
後
に
は
、
広
島
平
和
記
念
資

料
館
か
ら
お
借
り
し
た
2
本
の
Ｄ
Ｖ

Ｄ
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。
被
爆
後
約

2
カ
月
後
に
撮
影
さ
れ
た
映
像
と
、

同
じ
場
所
の
現
在
の
映
像
を
対
比
さ

せ
な
が
ら
、
広
島
の
原
爆
の
記
憶
を

た
ど
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
は
、

当
時
の
映
像
と
被
爆
者
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
通
し
て
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を

伝
え
ま
し
た
。

生
約
８
８
０
人
が
出
席
。「
私
た
ち

が
願
う
平
和
な
安
曇
野
」と
題
し
て
、

み
ん
な
が
仲
良
く
す
る
た
め
に
行
っ

て
い
る
活
動
を
各
学
校
が
発
表
し
ま

し
た
。

宮
澤
市
長
は
あ
い
さ
つ
で
、「
人

権
に
つ
い
て
『
気
付
く
』
機
会
、
人

権
が
守
ら
れ
る
社
会
を
『
築
く
』
機

会
と
な
り
、
安
曇
野
か
ら
平
和
な
社

会
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

授
業
で
は
、
飛
ぶ
こ
と
が
で
き
な

い
ホ
タ
ル
「
光
太
」
が
、
仲
間
と
困

難
を
乗
り
越
え
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
と

べ
な
い
ホ
タ
ル
」を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

小こ
さ
か坂
琉る

い碧
く
ん
（
穂
高
西
小
）
は
、

「
み
ん
な
が
い
つ
も
笑
っ
て
い
る
平

和
で
楽
し
い
穂
高
西
小
学
校
が
大
好

き
で
す
。
で
き
な
い
こ
と
が
あ
っ
て

も
、
み
ん
な
の
た
め
に
頑
張
る
光
太

は
す
ご
か
っ
た
で
す
」
と
話
し
ま
し

た
。

新教育委員・固定資産評価審査委員

教育委員

二
に む ら み ち こ

村美智子さん

固定資産評価審査委員

青
あ お き

木完
か ん じ

氏さん

任期満了により新委員の皆さんが就任しました。教育委員は
宮澤豊弘さんが退任し、二村美智子さんが選任されました。任
期は平成 32 年 11 月 8 日までの４年間です。固定資産評価審査
委員は竹内喜英さんが退任し、青木完氏さんが選任されました。
任期は平成 31 年 11 月 8 日までの 3 年間です。

注　意

12 月 3 日、明科地域御宝田遊水池のコハクチ
ョウから鳥インフルエンザウイルス遺伝子が市
内で初めて検出されました。鳥インフルエンザ
は、通常は人体に影響がないとされていますの
で、市民の皆さんの冷静な行動をお願いします。

本年度は鳥インフルエンザウイルスが全国各
地で検出されています。鳥インフルエンザウイ
ルスを拡散しないよう下記の事項を守ってくだ
さい。皆さんのご理解・ご協力をお願いします。
▷ 12 月 13 日現在、白鳥飛来地である御宝田遊

水池および豊科田沢犀川ダム湖周辺の道路は
立ち入りを規制しています。
▷発生地周辺以外でも、水鳥などの野鳥には近

づきすぎないようご注意ください。
▷死亡した野鳥を見つけた場合は、素手で触ら

ないでください。
▷水鳥以外でも、一カ所で大量に野鳥が死んで

いるなどの現象を確認した場合は、市役所ま
でご連絡ください。

●問い合わせ

交通規制・死亡した野鳥について

耕地林務課（471・2432　671・2507）
その他全般について

　農政課（471・2428　671・2507）
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覚
が
発
達
す
る
小
学
5
年
生
こ
ろ
ま

で
に
色
々
な
味
を
知
っ
て
ほ
し
い
」

と
話
し
、
活
動
を
き
っ
か
け
に
「
苦

手
だ
っ
た
食
材
が
食
卓
に
上
っ
た
家

庭
の
話
も
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
」
と

手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
行
政
や
食
材
を
提
供
す
る

企
業
な
ど
が
協
力
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
に
感
謝
し
、「
今
後
も
取

り
組
み
を
続
け
、
偏
食
を
な
く
し
て

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
育
っ
て

ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

地
元
の
野
菜
を
味
わ
う

授
業
の
後
半
で
は
、
子
ど
も
た
ち

は
、
安
曇
野
産
野
菜
を
使
っ
て
、
南

フ
ラ
ン
ス
の
野
菜
煮
込
み
料
理
「
ラ

タ
ト
ゥ
イ
ユ
」
を
作
り
ま
し
た
。
酢

や
ハ
ー
ブ
な
ど
で
味
付
け
し
た
「
ラ

タ
ト
ゥ
イ
ユ
」
を
給
食
と
一
緒
に
味

わ
い
ま
し
た
。

安
曇
野
調
理
師
会
会
長
の
阿あ

べ部

正ま
さ
と人
さ
ん
（
穂
高
）
は
「
安
曇
野
は

タ
マ
ネ
ギ
、
ト
マ
ト
な
ど
の
野
菜
が

特
産
で
す
。
野
菜
そ
の
も
の
の
味
は

も
ち
ろ
ん
、
味
付
け
で
さ
ら
に
お
い

し
く
な
り
ま
す
。
食
べ
る
こ
と
や
料

理
に
も
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、
将

来
、
料
理
人
に
な
っ
て
も
ら
え
た
ら

う
れ
し
い
で
す
ね
」と
話
し
ま
し
た
。

堀
金
小
で
料
理
人
が
食
育
授
業

堀
金
小
学
校
の
5
年
生
4
ク
ラ
ス

を
対
象
に
10
月
17
日
、
味
覚
の
授
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
安

曇
野
調
理
師
会
や
西
洋
料
理
の
県
司

厨
士
会
所
属
の
料
理
人
17
人
が
同
校

を
訪
れ
、
子
ど
も
た
ち
に
五
感
を
使

っ
て
食
べ
物
の
味
を
感
じ
る
こ
と
の

大
切
さ
を
教
え
ま
し
た
。

5
年
2
組
で
は
ビ
レ
ッ
ジ
安
曇
野

総
料
理
長
の
田た
じ
ま島
修し
ゅ
う
じ二
さ
ん
（
堀
金

烏
川
）
が
、
質
問
を
交
え
「
塩
味
」

「
酸
味
」「
苦
味
」「
甘
味
」「
う
ま
味
」

の
5
つ
の
味
を
説
明
。
子
ど
も
た
ち

は
用
意
さ
れ
た
塩
や
砂
糖
、
だ
し
を

味
わ
い
、
舌
の
位
置
で
の
味
の
感
じ

方
の
違
い
や
、
だ
し
に
塩
を
加
え
る

こ
と
で
味
に
深
み
が
増
す
こ
と
を
体

験
し
ま
し
た
。
田
島
さ
ん
は
「
味
以

外
に
も
香
り
や
音
、
五
感
を
使
っ
て

食
事
を
楽
し
ん
で
」
と
子
ど
も
た
ち

に
話
し
ま
し
た
。

「
味
覚
の
授
業
」
は
、
全
国
的
な

食
育
運
動
「
味
覚
の
一
週
間
」
の
一

環
と
し
て
、
平
成
23
年
か
ら
市
内
小

学
校
を
巡
回
し
て
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
活
動
を
呼
び
掛
け
た
ホ
テ
ル
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
長
野
総
料
理
長
の
板い
た

花は
な

芳よ
し
ひ
ろ博
さ
ん
（
堀
金
烏
川
）
は
「
安

全
安
心
な
地
元
の
食
材
を
食
べ
、
味

感

食
作

地元の野菜を使って
五感で味覚を磨く

１　塩味など５つの味がする食べ物などを質問する
田島さん　２　食材の食感を確かめる　３　塩を入
れる前と後のだしの味の違いに驚く

収穫の秋を迎えた安曇野で、地元産
農産物を使った子どもたちへの食育・
食農教育の取り組みが行われました。
その内容を紹介します。

４　野菜煮込み料理「ラタトゥイユ」の作り方を全員
で学ぶ　５　班ごとに分かれて実際に調理　６　地元
産の野菜を使ったラタトゥイユ

Interview

色々な味がして
おいしかったです。

臼
う す い

井輝
てるあき

昭くん
（堀金小５年）

授業では、味の種類がたくさんあって面白いと
感じました。ラタトゥイユは、酸っぱかったり、
甘かったり、色々な味がしておいしかったです。

７・８　できあがったラタト
ゥイユを給食と一緒に食べ
る　９　講師を代表して児
童にあいさつする板花さん

阿部正人さん
板花芳博さん
田島修二さん（左から）

「味覚の一週間」®

1990 年、ジャーナリストで料理評論

家のジャン＝リュック・プティルノーさ

んを中心に、フランスで始まった味覚の

教育活動。同国内で９割の認知度を誇る

国民的食育活動となっています。

日本では、2011（平成 23）年から

開催し本年で６年目を迎えます。10 月

第４週を中心に行われ、期間中、フラン

ス、日本の両国では、「味覚の授業」®・

「味覚の食卓」・「味覚のアトリエ」の３

つのプロジェクトにより、五感を使って

味わうことの大切さや楽しさを体験で

きるさまざまな食育活動を全国的に行

っています。

2

3

7

8

9

45

6

1

地元産農産物で子どもたちが体験
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全
園
児
が
オ
ー
ナ
ー

地
元
農
産
物
の
収
穫
を
体
験

三
郷
西
部
保
育
園
の
園
児
12
人
が
11

月
17
日
、
三
郷
小
倉
の
リ
ン
ゴ
園
で
サ

ン
ふ
じ
の
収
穫
を
体
験
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
市
内
の
公
立
保
育
園
・
幼

稚
園
19
園
全
園
が
オ
ー
ナ
ー
と
な
っ
て

い
る
、
西
澤
す
み
江
さ
ん
（
三
郷
温
）

の
リ
ン
ゴ
園
を
代
表
園
児
が
訪
れ
ま
し

た
。園

児
た
ち
は
、
西
澤
さ
ん
か
ら
収
穫

の
方
法
を
教
わ
っ
た
後
、
赤
く
色
づ
い

た
リ
ン
ゴ
を
4
本
の
木
か
ら
も
ぎ
取

り
、
ケ
ー
ス
に
大
切
に
入
れ
ま
し
た
。

収
穫
し
た
三
澤
明あ
き
な菜
ち
ゃ
ん
は
「
リ

ン
ゴ
は
重
く
て
取
る
の
が
難
し
か
っ
た

で
す
。
食
べ
る
の
が
楽
し
み
で
す
」
と

う
れ
し
そ
う
に
話
し
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
市
や
Ｊ
Ａ
、
農

業
者
な
ど
で
つ
く
る
「
市
農
業
再
生
協

議
会
」
が
子
ど
も
た
ち
に
地
域
の
農
業

へ
の
関
心
や
農
産
物
の
魅
力
を
感
じ
て

も
ら
お
う
と
、
本
年
度
初
め
て
取
り
組

ん
だ
も
の
で
す
。
園
児
た
ち
は
こ
の
他

に
も
水
田
の
オ
ー
ナ
ー
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
協
議
会
で
は
園
の
給
食
だ
よ
り

を
通
じ
て
リ
ン
ゴ
が
実
る
ま
で
の
過
程

を
園
児
た
ち
に
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し

た
。こ

の
日
、
園
児
が
収
穫
し
た
分
と
、

後
日
収
穫
さ
れ
た
分
、
合
わ
せ
て
約
８

０
０
個
の
リ
ン
ゴ
は
、
西
澤
さ
ん
に
よ

っ
て
全
園
に
届
け
ら
れ
、
園
児
た
ち
が

給
食
で
味
わ
い
ま
し
た
。

市
や
市
農
業
再
生
協
議
会
で
は
、
今

後
も
、
安
曇
野
の
子
ど
も
た
ち
に
市
の

農
産
物
の
お
い
し
さ
や
、
身
近
な
産
業

で
あ
る
農
業
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
き

ま
す
。

問
農
政
課
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当

　
（
71
・
２
４
３
０　

71
・
２
５
０
７
）

喜
収穫する喜び
リンゴの木のオーナー 園児が収穫

１　オーナー木があるリンゴ園　２　収穫を喜ぶ園児　３　サンふじ
の果実　４　オーナーのプレート　５　収穫する園児たち　６　収穫
の方法を話す西澤さん　７　大切に実をもぎ取る ８　収穫したリンゴ

Interview

西
にしざわ

澤すみ江
え

さん
（三郷温）

子どもたちが頑張ってと声を掛けてくれました。園児全員では
ありませんが、実際に出会えたことがうれしいです。収穫体験
や、リンゴを味わうことで , 子どもたちに、地元の農業を身近
に感じてほしいですね。

安曇野のおいしい農産物は
市内の農産物直売所で
（市直売所連絡協議会加盟直売所）

プラザ安曇野
豊科南穂高 5089-1　472・8700
ファーマーズランド安曇野
豊科南穂高 5555-1　471・3818
安曇野スイス村ハイジの里
豊科南穂高 5566-1　487・0812
とよしな旬彩市
豊科高家 5735-10　473・0902
JA あづみ 穂高農産物直売所
穂高 2473-1　482・3115
Vif（ビフ）穂高
穂高有明 7751-1　481・5656
たまごの駅
穂高柏原 4568-1　481・1125
JA あづみ JA ファームみどりの店直売所
堀金烏川 2633　473・6891
旬の味ほりがね物産センター
堀金烏川 2696　473・7002
JA あづみ あづみ野ふる里市
三郷温 2030-1　477・7530
みさとサラダ市
三郷温 5896-2　476・4066
JA 松本ハイランド
ファーマーズガーデンあかしな
明科七貴 5856-3　462・1230

※営業時間・営業日は各直売所へ問い合わ
せください。

1

2

34

7

8

56

安曇野の農産物や直売所を紹介したパンフレット（日
本語版・多言語版）は市内直売所や市農政課で入手で
きます。

地元産農産物で子どもたちが体験
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に
よ
り
、
鍬く
わ

・
つ
る
は
し
な
ど
を
使
っ

て
開
削
。
勾
配
が
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
進

ん
で
30
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
余
り
下
が
る

と
い
う
ゆ
る
や
か
な
高
低
差
で
流
れ
る

堰
を
、
わ
ず
か
3
カ
月
と
い
う
驚
異
的

な
速
さ
で
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
市
内
で

は
豊
科
、
堀
金
、
穂
高
地
区
の
約
８
０

０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水
田
を
潤
し
、
県
下

有
数
の
米
ど
こ
ろ
安
曇
野
を
支
え
る
用

水
路
の
一
つ
で
す
。

ま
た
、
平
成
18
年
に
は
、
農
林
水
産

省
の
「
疏そ
す
い水
百
選
」
に
も
選
定
さ
れ
、

お
り
、
堰
と
屋
敷
林
に
包
ま
れ
た
土
蔵

や
民
家
が
点
在
す
る
田
園
、
背
景
に
雪

を
頂
く
北
ア
ル
プ
ス
の
山
々
が
織
り
な

す
風
景
は
、
安
曇
野
な
ら
で
は
の
風
景

の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
の
中
央
を
東
西
に
流
れ
る
拾
ケ
堰

（
管
理
者
・
長
野
県
拾
ケ
堰
土
地
改
良

区
）
が
、
11
月
8
日
、「
国
際
か
ん
が

い
排
水
委
員
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｄ
）」（
本
部
・

イ
ン
ド
・
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
）
か
ら
「
世

界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
」
に
登
録
さ
れ

ま
し
た
。

世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
は
、
か
ん

が
い
の
歴
史
・
発
展
を
明
ら
か
に
し
、

理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
施
設
の
適

正
な
保
全
を
図
っ
て
い
る
歴
史
的
な
か

ん
が
い
施
設
を
認
定
・
登
録
す
る
制
度

で
す
。
建
設
か
ら
１
０
０
年
以
上
が
経

過
し
、
か
ん
が
い
農
業
の
発
展
に
貢
献

し
、
技
術
的
に
も
優
れ
た
水
路
や
た
め

池
な
ど
の
施
設
が
対
象
で
す
。

本
年
度
登
録
さ
れ
た
施
設
を
合
わ
せ

て
、
現
在
、
世
界
で
50
施
設
（
う
ち
日

本
国
内
27
施
設
）
が
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
県
内
で
は
、
滝
之
湯
堰
・
大
河
原

堰
（
茅
野
市
）
と
共
に
拾
ケ
堰
が
初
め

て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

拾
ケ
堰
の
延
長
は
、
約
15
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
幅
は
約
10
メ
ー
ト
ル
で
、
松
本

市
島
内
の
取
り
入
れ
口
か
ら
市
内
穂
高

の
烏
川
に
至
る
、
ほ
ぼ
標
高
５
７
０
メ

ー
ト
ル
の
等
高
線
に
沿
っ
て
流
れ
て
い

ま
す
。
今
か
ら
２
０
０
年
前
、
江
戸
時

代
の
１
８
１
６
年
2
月
に
周
辺
の
10
カ

村
の
人
々
延
べ
6
万
７
０
０
０
人
の
手

　世界かんがい施設遺産に選定された翌日の 11 月 9 日、
長野県拾ケ堰土地改良区の中

なかじまよしとも

島義朋理事長が市役所を訪
れ、宮澤市長に報告しました。中島理事長は「水を求め
て 3 カ月で完成させた先人の苦労や歴史を世界中の人や
安曇野の子どもたちに知ってほしい。これからも堰を守
っていきたい」と話しました。

報告をする中島理事長（中央）

宮澤市長に受賞報告した松岡さん（左）

■消防団協力事業所・県知事表彰

本年度、県の消防団協力事業所知事表彰
（12 事業所受賞）に、市内から中井自動車（株）
（中

な か い

井善
よ し お

夫代表取締役・明科中川手）が選ば
れました。

11 月 11 日に県松本地方事務所の松沢宏明
副所長と鳥

と ば

羽昌
まさひろ

弘市消防団長が同社を訪れ、
表彰状などを贈りました。同社では、平成
20 年に市の制度が始まる前から消防団員を
雇用し、長年にわたり社を挙げて団員の活
動を支えていることや、社内に AED を設置
するなど地域防災に積極的に取り組んでい
ることが評価されました。現在、市の消防
団協力事業所には 52 社（11 月末現在）が登
録しています。制度の詳細は危機管理課へ
問い合わせください。
問危機管理課（472・6769　672・6739）

■元公平委員長・総務大臣表彰

「公平委員会制度 65 周年記念総務大臣表
彰」を受賞した松

まつおか

岡光
みつまさ

正さん（三郷温）が
11 月 4 日、宮澤市長に受賞報告しました。
松岡さんは、平成 14 年 8 月から 24 年 12 月
まで南安行政事務組合と市の委員を 10 年以
上務め、21 年から 3 年間は、委員長に就き
ました。市では初の受賞です。公平委員会は、
市職員などの利益保護や人事権の公正な行
使を保証するため設置されています。

世界かんがい施設遺産に

拾ケ堰が登録
安曇野の農業を支える農業用水「堰」。そのうちの一つ「拾ケ堰」
が先人の偉業と、地域の皆さんの長年にわたる維持管理が認められ、
滝之湯堰・大河原堰（茅野市）と共に県内で初めて世界かんがい施
設遺産に登録されました。

拾ケ堰と常念岳（三郷明盛）

■高い測量技術と住民の力で完成した拾ケ堰

当時の測量（上）、人力に
よる工事（左）の想像図
長野県拾ケ堰土地改良区
提供

安曇野は昔から、肥沃な土壌にもかかわらず水がなかっ
たため、年貢米はもとより自分たちで食べる米にも苦労し
た土地でした。この農業用水の問題を解決するため、住民
たちの手で開削したのが拾ケ堰です。
事前に綿密な測量と設計がされ、当時、木製の計測器を

使い 15キロメートルの長さを 18日間で測量したという記
録があります。工事は、278 に分けられた工区で行い、鍬、
じょれん、もっこ、むしろを使って人の力で完成しました。
完成により 300ヘクタールの水田が開かれました。
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第 4 回信州安曇野新そばと食の感謝祭農林業まつり
（実行委員会主催）が 11 月 5 日と 6 日、穂高神社特設
会場で開かれました。会場には 2 日間で約 3 万 8000 人
が来場し、安曇野の一年の実りを満喫しました。

北神苑会場では、市内 11 店舗による新そばの販売や
市内産食材にこだわった「あづみ野丼」や「野菜スイー
ツ」などが提供されました。

また、南神苑会場では、一年の実りに感謝し野菜や
果物を積んだ「豊穣宝船」の展示や、友好都市、地元
学校や生産者等による特産品などの販売が行われまし
た。

初日の 5 日に家族と訪れた西澤楓
かえで

ちゃん（大町市）
は「つゆをつけながら食べるのが大好きです」とおい
しそうに新そばを味わっていました。

光城山についての理解を深め、歴史・文化
の継承と自然環境の保護を目的に「戦国の
山城、光城山の見方・歩き方講座」（光城山
1000 人 SAKURA プロジェクト主催）が 11
月 12 日、現地で行われました。当日は、約
30 人が参加。山頂に残る土塁や堀といった
山城の跡などについて講師の解説を聞きなが
ら、光城山を歩きました。

参加した小林民
た み こ

子さん（穂高有明）は「歴
史的背景を意識しながら登ったのは初めて。
知らないことばかりで大変勉強になりまし
た」と話しました。

市出身の自由民権運動家、松沢求策の生涯
を題材にした戯曲、「女たちの松沢求策」（松
沢求策顕彰会、松沢求策ライオンクラブ主催）
が 11 月 5 日、穂高交流学習センター「みらい」
で行われました。当日は、約 300 人が会場に
訪れ、松沢求策の生涯を描いた映像と、妻や
自由民権運動を応援する女性を描いた、語り
の劇場「女たちの松沢求策」を鑑賞しました。
鑑賞した浅川道

みちひろ

廣さん（穂高牧）は「地元出
身の思想家とは知っていたが、自由民権運動
によって女性たちの生活が一変したことに驚
きました」と話しました。

11/5・6　第 4回信州安曇野新そばと食の感謝祭農林業まつり

11/12　光城山の見方・歩き方講座

11/5　戯曲「女たちの松沢求策」公演

安曇野の一年の実りに感謝

里山の歴史を学ぶ

松沢求策の実像に迫る

市と市観光協会が行う外国人誘客プロ
モーション事業の一環として、タイとシン
ガポールの旅行業関係者が 11 月 18 日、市
を訪れました。大王わさび農場など市内の
視察を行ったほか、市役所で市長と意見交
換しました。旅行業関係者は「旅行先とし
て魅力的だが、外国語表記の看板やパンフ
レットを増やしてほしい」と話し、宮澤市
長は「安曇野が世界の故郷となるよう力添
えをお願いしたい」と話しました。市と市
観光協会では今後も、海外向けの情報を発
信していきます。

穂高北小学校が総合的な学習の時間に
行っている「天蚕の飼育」が、一般財団法
人大日本蚕糸会の「蚕糸絹文化学習教育奨
励賞」に選ばれ、11 月 22 日に表彰されまし
た。同校では、有明地区で江戸時代から飼
育する天蚕を教材に、地域の自然に触れる
ことを目的に、昭和 58 年から天蚕の飼育を
行っています。今回、地域と連携しながら
飼育していることが評価され受賞しました。
4 年生の城

じょうやまひろと

山大翔くんは「大変だけど一生
懸命に育てたので、賞をもらえてうれしい」
と話しました。

穂高南小学校開校 50 周年記念式典が 11 月 5 日、同
校で開かれました。同校は昭和 41 年、当時の穂高小
学校と西穂高小学校の統合により開校し、昭和 62 年
には、児童数の増加により、穂高西小学校が分離開校
しました。これまでに、7,538 人の卒業生を送り出し
ています。

式典には、在校生のほか来賓、ＰＴＡなど約 730 人
が出席し、「50 年目の今」と題した映像の上映や校歌
の合唱が行われました。

丸山福
ふくいち

一校長はあいさつで、地域の支えと共に校風
を育

はぐく

んできたことに感謝を述べ、児童会長の三
み よ し

好薫
か

月
づき

くん（6 年）は「たくさんの人に支えられている感謝
の気持ちを大切にし、僕たちもその心を受け継いでい
きたい。卒業しても、笑顔と歌声のあふれる学校であっ
てほしいです」と話しました。

11/18　海外の旅行業者が安曇野を視察

11/22　大日本蚕糸会蚕糸功労者表彰

11/5　穂高南小学校開校 50周年記念式典

安曇野を世界の故郷に

穂高北小の天蚕飼育に奨励賞

地域に支えられ開校50周年
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「
新
春
さ
わ
や
か
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
」

参
加
者
募
集
！

１
年
の
幕
開
け
を
マ
ラ
ソ
ン
で
さ
わ

や
か
に
過
ご
し
ま
せ
ん
か
！
2
キ
ロ
、

3
キ
ロ
、5
キ
ロ
の
コ
ー
ス
の
中
か
ら
、

自
分
に
適
し
た
距
離
を
自
分
の
ペ
ー
ス

で
走
り
ま
す
。

●
日
時　

１
月
１
日
（
日
）
午
前
11
時

ス
タ
ー
ト
（
雨
天
の
場
合
は
、
常
念

ド
ー
ム
内
を
走
り
ま
す
）

●
集
合　

堀
金
多
目
的
屋
内
運
動
場

「
常
念
ド
ー
ム
」
に
午
前
10
時
30
分

ま
で
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

●
参
加
費　

１
人
１
０
０
円
（
保
険

料
）。
当
日
、
受
付
の
際
に
納
入
く

だ
さ
い
。

●
申
し
込
み　

不
要
。
当
日
、
集
合
場

所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

２
０
０
９
年
に
国
際
ハ
イ
ド
ン
室
内
楽

コ
ン
ク
ー
ル
で
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
し

た
「
ゼ
ッ
パ
ー
ル
ト
リ
オ
」。
生
き
生
き

と
し
た
演
奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

3
月
4
日
（
土
）
午
後
6
時

～
8
時

●
場
所　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
み
ら
い
」

●
定
員　

２
０
０
人
（
先
着
順
）

●
入
場
料　

２
０
０
０
円（
全
席
指
定
）

※
未
就
学
児
入
場
不
可

●
チ
ケ
ッ
ト
販
売　

１
月
5
日
（
木
）

か
ら
各
窓
口
で
販
売
。電
話
予
約
は
、

「
み
ら
い
」
の
み
受
け
付
け
ま
す
。

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
窓
口

▽
穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
「
み
ら

い
」▽
豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー「
き

ぼ
う
」
▽
明
科
子
ど
も
と
大
人
の
交

流
学
習
施
設
「
ひ
ま
わ
り
」

「
第
11
回
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
レ
ス

ト
ラ
ン
」
参
加
者
募
集
！

誰
で
も
気
軽
に
で
き
る
軽
ス
ポ
ー
ツ

を
家
族
で
楽
し
み
ま
す
。
冬
場
の
運
動

不
足
解
消
に
お
す
す
め
で
す
。

●
日
時　

１
月
22
日
（
日
）
午
前
9
時

～
正
午（
受
付
は
午
前
8
時
45
分
～
）

●
場
所　

堀
金
総
合
体
育
館

●
対
象　

大
人
（
中
学
生
以
上
）
と
子

ど
も
（
小
学
生
以
下
）
の
チ
ー
ム

●
競
技
内
容　

囲
碁
ボ
ー
ル
、
わ
な
げ

9
＆
Ｑ
、
と
れ
ミ
ン
ト
ン
等

●
参
加
費　

１
チ
ー
ム
８
０
０
円
（
ス

ポ
ネ
ッ
ト
常
念
会
員
は
６
０
０
円
）

●
申
し
込
み　

１
月
17
日
（
火
）
ま
で

に
堀
金
総
合
体
育
館
窓
口
で
所
定
の

申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、
参
加
料
を

添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他　

チ
ケ
ッ
ト
購
入
者
を
対
象

に
、
楽
し
み
方
の
秘
訣
な
ど
を
学
ぶ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
先
着
30
人
・
当

日
の
午
後
4
時
か
ら
45
分
間
）
を
開

催
し
ま
す
。
希
望
者
は
、
早
め
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
休
館
日　

月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日

の
場
合
は
そ
の
翌
日
）・
祝
日
の
翌
日

※
新
年
の
開
館
は
1
月
5
日
（
木
）
～

加
齢
と
と
も
に
衰
え
る
身
体
能
力
や

筋
力
の
維
持
・
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
学
習

し
ま
す
。

●
日
時　

１
月
11
日
（
水
）
午
後
1
時

～
2
時
30
分

●
場
所　

明
科
公
民
館
講
堂

●
講
師　

下
里
泰
伸
さ
ん
（
柔
道
整
復

　

師
）

●
参
加
費　

無
料

●
持
ち
物　

飲
み
物
・
上
履ば

き
・
運
動

の
で
き
る
服
装

●
申
し
込
み　

不
要

市
内
在
住
の
版
画
家
武
田
光
弘
さ
ん

小
学
校
高
学
年
を
対
象
と
し
た
ス
キ

ー
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
経
験
豊
富
な

講
師
が
楽
し
く
安
全
に
滑
走
で
き
る
よ

う
、
分
か
り
や
す
く
指
導
し
ま
す
。

●
日
時　

2
月
4
日
（
土
）
午
前
6
時

45
分
集
合
、午
後
4
時
30
分
解
散（
穂

高
会
館
集
合
・
解
散
）

●
場
所　

白
馬
さ
の
さ
か
ス
キ
ー
場

●
対
象　

市
内
小
学
4
年
生
～
6
年
生

　
（
初
心
者
～
中
級
者
）

●
定
員　

30
人
（
抽
選
）

●
参
加
費　

１
９
４
４
円
（
予
定
・
リ

フ
ト
代
、
昼
食
代
）。
ス
キ
ー
レ
ン

タ
ル
希
望
の
場
合
は
、
別
に
１
０
８

０
円
が
必
要
。

●
講
師　

市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
ほ
か

●
申
し
込
み　

１
月
11
日
（
水
）
か
ら

13
日
（
金
）
の
間
に
、
電
話
で
穂
高

公
民
館
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
受

付
時
間
は
、
午
前
9
時
～
午
後
5

時
）。
兄
弟
や
友
人
と
参
加
を
希
望

す
る
場
合
は
、
申
し
込
み
の
際
に
お

伝
え
く
だ
さ
い
。

の
展
示
で
す
。
版
画
作
品
約
40
点
の
ほ

か
、
豆
本
絵
本
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

●
日
時　

１
月
7
日（
土
）～
15
日（
日
）

午
前
9
時
～
午
後
5
時　

※
最
終
日

は
午
後
3
時
ま
で

●
場
所　

安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術

館
内　

南
の
蔵　

●
入
館
料　

無
料

●
休
館
日　

１
月
10
日
（
火
）

田
淵
行
男
記
念
館
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
地
元
の
美
術
館
を
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
１
月
中
は
、
入
館
料
が
無
料

で
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ゆ
っ
く
り
と

ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

●
開
館
時
間　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

●
休
館
日　

月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日

の
場
合
は
そ
の
翌
日
）、祝
日
の
翌
日

※
新
年
の
開
館
は
１
月
5
日
（
木
）
～

木壁画とタイルアートの世界
問貞享義民記念館　477・7550　677・7551

木壁画は、木の色、木目、厚さだけで描くぬくもりあふれる作品です。思わず笑っ
てしまうような楽しい動物など 50 点を中心に、新作の「絵のある家具」、タイルアー
トも展示します。
●日時　１月 12 日（木）～ 29 日（日）午前 9 時～午後 5 時
（12 日は午後１時から、29 日は午後 3 時まで）

●場所　貞享義民記念館企画展示室
●入館料　無料（常設展は有料）
●休館日　月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌日）

み
ど
り
の

　
   

掲
示
板

第 9 回
ま
ち
な
か
に
彩
い
ろ
どり
を
！ 

沿
道
緑
化
の
取
り
組
み

豊
科
駅
か
ら
安
曇
野
イ
ン
タ
ー
へ
向

か
う
主
要
地
方
道
安
曇
野
イ
ン
タ
ー
堀

金
線
沿
い
の
、
飲
食
店
が
立
ち
並
ぶ
沿

線
の
一
画
に
、
１
年
を
通
し
て
た
く
さ

ん
の
花
が
咲
い
て
い
る
場
所
が
あ
り
ま

す
。
春
か
ら
秋
に
は
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、

冬
か
ら
春
に
は
色
と
り
ど
り
の
パ
ン
ジ

ー
。
花
苗
を
植
え
管
理
し
て
い
る
の
は
、

「
安
曇
野
イ
ン
タ
ー
堀
金
線
堀
金
沿
線
地

権
者
会
」
の
皆
さ
ん
で
す
。

11
月
初
旬
に
は
、
新
た
に
約
５
０
０

株
の
パ
ン
ジ
ー
の
苗
を
植
え
付
け
ま
し

た
。
来
年
の
春
ま
で
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
平
成
7
年
か
ら
始
ま
っ
た
活

動
も
今
年
で
22
年
目
。
美
し
い
沿
道
景

観
を
守
る
皆
さ

ん
の
表
情
は
明

る
く
笑
顔
に
あ

ふ
れ
て
い
ま

す
。
活
動
へ
の

新
た
な
参
加
者

も
随
時
募
集
し

て
い
ま
す
。

地権者会の皆さん

ス
ポ
ネ
ッ
ト
常
念
の
催
し

堀
金
総
合
体
育
館
内
ス
ポ
ネ
ッ
ト
常
念
事
務
局

 

72
・
６
３
４
０

明
科
公
民
館　

健
康
づ
く
り
講
座

～
自
分
ら
し
く
輝
け
る
た
め
の
貯

筋
を
め
ざ
し
て
～

明
科
公
民
館
内
明
科
地
域
課
地
域
担
当

62
・
４
６
０
５ 

62
・
５
８
９
４

ゼ
ッ
パ
ー
ル
ト
リ
オ
コ
ン
サ
ー
ト

～
安
曇
野
に
吹
く
春
の
風
～

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
み
ら
い

81
・
３
１
１
１ 

82
・
０
９
６
６

安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館

武
田
光
弘
Ｏ
Ｍ
Ｏ
版
画
展

安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館

81
・
３
０
３
０ 

82
・
０
５
５
１

田
淵
行
男
記
念
館

１
月
は
市
民
の
入
館
料
が
無
料

田
淵
行
男
記
念
館

72
・
９
９
６
４ 

88
・
２
０
１
０

穂
高
公
民
館　

小
学
生
ス
キ
ー
教
室

穂
高
公
民
館
内
穂
高
地
域
課
地
域
担
当

82
・
５
９
７
０ 

82
・
３
９
９
０

昨年の新春さわやか元旦マラソン

昨年のファミリースポーツレストラン

絵のあるチェスト　
野ブドウと鳥

ゼッパールトリ
オの皆さん

真田十勇士



施設のイベント図書館infomation

2425 広報あづみの　2016.12.21 2016.12.21　広報あづみの

豊
科
郷
土
博
物
館
講
座

①
こ
た
つ
講
座

博
物
館
の
学
芸
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

と
っ
て
お
き
の
話
を
す
る
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
こ
た
つ
を
囲
ん
で
話
を
す
る

よ
う
に
気
軽
に
参
加
が
で
き
ま
す
。
興

味
が
あ
る
講
座
の
み
の
受
講
も
可
能
で

す
。
冬
で
も
心
が
温
ま
る
話
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

新
年
開
館
初
日
か
ら
、
市
内
の
図
書

館
5
館
で
、「
本
の
お
年
玉
」の
貸
し
出

し
を
し
ま
す
。
毎
年
、
大
変
人
気
の
た

め
す
ぐ
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

早
め
に
各
図
書
館
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

●
内
容　

図
書
館
職
員
が
選
ん
だ
3
冊

セ
ッ
ト
の
お
す
す
め
本
を
、
中
身
が

見
え
な
い
よ
う
に
包
み
、
中
身
の

テ
ー
マ
・
対
象
年
齢
が
分
か
る
よ
う

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
付
け
、
お

好
み
の
も
の
を
選
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
貸
出
開
始
日　

１
月
5
日
（
木
）
～

※
用
意
し
た
お
年
玉
が
な
く
な
り
次
第

②
県
立
歴
史
館
連
携
講
座

県
立
歴
史
館
か
ら
講
師
を
招
い
て
講

座
を
開
催
し
ま
す
。
信
州
の
雛
人
形
や

節
句
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

●
日
時　

2
月
19
日
（
日
）
午
後
１
時

30
分
～
3
時

●
演
題　

信
州
の
雛
人
形
と
節
句
贈
答

に
つ
い
て

●
講
師　

小
野
和
英
さ
ん

【
各
種
講
座
共
通
事
項
】

●
場
所　

博
物
館
2
階
学
習
室

●
参
加
費　

１
０
０
円
（
資
料
代
）

※
別
途
入
館
料
が
必
要
で
す

●
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

12
月
27
日
（
火
）
か
ら

各
回
前
日
ま
で
に
郷
土
博
物
館
へ
電

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
休
館
日　

月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日

の
場
合
は
そ
の
翌
日
）・
祝
日
の
翌

日
・
年
末
年
始
（
12
月
28
日
～
１
月

4
日
）

第
42
回
友
の
会
押
絵
展

第
26
回
友
の
会
水
墨
画
展

豊
科
郷
土
博
物
館
友
の
会
の
押
絵

部
、
水
墨
画
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る
展
覧

会
を
開
催
し
ま
す
。

布
の
温
か
み
が
感
じ
ら
れ
る
押
絵

や
、
生
き
生
き
と
し
た
線
か
ら
独
特
の

深
い
世
界
が
表
現
さ
れ
て
い
る
水
墨
画

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
会
期　

１
月
7
日（
土
）～
28
日（
土
）

終
了
に
な
り
ま
す
。

●
セ
ッ
ト
数　

大
人
用
と
子
ど
も
用

（
対
象
年
齢
別
）
中
央
図
書
館
１
０

０
セ
ッ
ト
、豊
科
図
書
館
50
セ
ッ
ト
、

三
郷
・
堀
金
・
明
科
図
書
館
各
30
セ
ッ

ト
※
１
人
１
セ
ッ
ト
限
定
で
す

新
年
、
気
持
ち
も
新
た
に
俳
句
を
作

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
で
も
大
歓

●
場
所　

博
物
館
2
階
展
示
室

●
開
館
時
間　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

●
入
館
料　

大
人
１
０
０
（
８
０
）
円

　
（　

）
内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

冬
休
み
に
あ
わ
せ
て
、
パ
ペ
ッ
ト
ア

ニ
メ
『
ム
ー
ミ
ン
冬
の
巻
』
を
上
映
し

ま
す
。

●
日
時　

１
月
5
日
（
木
）
午
前
10
時

～
11
時

●
場
所　

明
科
子
ど
も
と
大
人
の
交
流

学
習
施
設
「
ひ
ま
わ
り
」
2
階
ハ
ー

モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

●
定
員　

60
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

●
そ
の
他　

上
映
作
品
は
児
童
向
け
で

す
。
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
。

迎
で
す
。

●
日
時　

１
月
28
日
（
土
）
午
前
9
時

30
分
～

●
場
所　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
み
ら
い
」
グ
ル
ー
プ
研
究
室

●
講
師　

曽
根
原
幸
人
さ
ん

●
対
象　

一
般
（
中
学
生
以
上
）

●
参
加
費　

無
料

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

１
月
5
日
（
木
）
か
ら

中
央
図
書
館
へ
電
話
か
窓
口
に
て
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
受
付
時
間
は
、

午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

歴
史
的
価
値
の
あ
る
公
文
書

市
役
所
の
業
務
と
し
て
日
々
作
成
さ
れ
て

い
る
公
文
書
は
、
文
書
ご
と
に
定
め
ら
れ
た

保
存
期
限
が
経
過
す
る
と
廃
棄
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
廃
棄
文
書
の
中
に
は
、

市
の
歴
史
的
な
記
録
と
し
て
重
要
な
史
料
も

多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

市
教
育
委
員
会
で
は
市
役
所
内
の
全
て
の

部
署
と
連
携
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
歴
史

的
な
公
文
書
を
整
理
保
管
し
て
い
ま
す
。
東

川
手
村
や
西
穂
高
村
と
い
っ
た
昭
和
の
合
併

以
前
の
町
村
文
書
や
、
過
去
の
広
報
写
真
な

ど
、
保
管
さ
れ
て
い
る
史
料
は
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
。
史
料
点
数
が
膨
大
で
あ
る
た
め
、

整
理
作
業
に
は
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
時
間
が

か
か
る
見
込
み
で
す
が
、
い
ず
れ
市
の
歴
史

を
ま
と
め
る
際
に
は
、
大
い
に
役
立
つ
こ
と

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

歴史的価値のある公文書の保管

お
す
す
め
の
一
冊

シ
ン
デ
レ
ラ

森
山　

京
／
文　

イ
ザ
ベ
ル
・
ル
ル
ブ
ル
／
絵

紹介する人

浦田　歩
あゆみ

さん
（三郷・中萱）

私
が
紹
介
す
る
の
は
「
シ
ン
デ
レ
ラ
」

で
す
。

こ
の
本
は
、
皆
さ
ん
ご
存
知
の
通
り

か
わ
い
そ
う
な
女
の
子
が
王
子
様
と
出

会
っ
て
幸
せ
に
な
る
と
い
う
ハ
ッ
ピ
ー

エ
ン
ド
の
お
話
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の

お
気
に
入
り
の
場
面
は
、
せ
っ
か
く
舞

踏
会
へ
行
く
た
め
に
と
作
っ
た
ド
レ
ス

を
ず
た
ず
た
に
破
か
れ
て
舞
踏
会
へ
行

け
な
く
な
っ
て
泣
い
て
い
た
シ
ン
デ
レ

ラ
が
、
魔
法
使
い
の
お
ば
あ
さ
ん
か
ら

魔
法
で
素
敵
な
ド
レ
ス
に
変
身
さ
せ
て

も
ら
う
場
面
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、

き
れ
い
な
ド
レ
ス
を
も
ら
っ
た
時
、
シ

ン
デ
レ
ラ
は
ど
ん
な
に
う
れ
し
か
っ
た

だ
ろ
う
と
想
像
す
る
と
、
思
わ
ず
「
よ

か
っ
た
ね
」
と
思
う
の
だ
そ
う
で
す
。

ど
ん
な
時
も
め
げ
ず
に
け
な
げ
な
シ

ン
デ
レ
ラ
が
大
好
き
で
、
こ
の
本
は
毎

晩
寝
る
前
に
布
団
の
中
で
読
む
一
冊
に

な
っ
て
い
ま
す
。

中央図書館映画上映会（入場無料）
『嵐が丘』

＜上映時間：104 分＞
●日時　13日（金） 開場18：30 上映19：00～

●場所　穂高交流学習センター「みらい」

　　　　多目的交流ホール

ドキドキ・ワクワクおはなし会
◇　中央図書館

　　おはなしのとびら　おはなしのへや

　　11・18・25日（各水曜日）

	 10：30～（乳幼児以上対象）

　　おはなしとしょかん　おはなしのへや

　　21日（土）	 10：30～（乳幼児以上対象）

◇　豊科図書館

　　ちいさいたんぽぽ　多目的室

　　13日（金）	 11：00～（乳幼児対象）

　　おはなしたんぽぽ　多目的室

　　13日（金）	 16：30～（幼児以上対象）

◇　三郷図書館

　　ポケットの会

　　三郷文化公園体育館 1階会議室

　　14日（土）	 10：30～（乳幼児以上対象）

◇　堀金図書館

　　おはなしのへや　絵本コーナー

　　17日（火）	 10：30～（乳幼児以上対象）

	 16：30～（幼児以上対象）

　　おりがみのへや　絵本コーナー

　　25日（水）	 16：30～

◇　明科図書館

　　ひまわりおはなし会　おはなしのへや

　　28日（土）	 11：00～（乳幼児以上対象）

1月の図書館イベント

再
発
見
！
安
曇
野
の
文
化   

そ
の
57

文
化
課
文
化
財
保
護
係

71
・
２
４
６
４ 

71
・
２
３
３
８

豊
科
郷
土
博
物
館
の
催
し

豊
科
郷
土
博
物
館

72
・
５
６
７
２ 

72
・
７
７
７
２

図
書
館
の
催
し

新
年
「
本
の
お
年
玉
」

中
央
図
書
館

84
・
０
１
１
１ 

84
・
０
１
１
６

第
5
回
中
央
図
書
館
講
座

は
じ
め
て
楽
し
い
俳
句
講
座

中
央
図
書
館

84
・
０
１
１
１ 

84
・
０
１
１
６

明
科
図
書
館　

冬
の
上
映
会

明
科
図
書
館

62
・
１
１
２
２ 

62
・
１
１
２
４

日時 講座名 講師

第１回 １月22日（日）
午後１時30分～２時30分

古墳を通し八面大王を少
し考えると…
民話「八面大王」のペープ
サートを同時上演

百瀬　新治

第２回 １月29日（日）
午後１時30分～２時30分

江戸時代のおもてなし～
役人の場合～ 矢口　友美

第３回 ２月５日（日）
午後１時30分～２時30分 植物の種のひみつ 松田　貴子

第４回 ２月12日（日）
午後１時30分～２時30分

安曇野で生まれて生きる
とはⅡ～人生儀礼からわ
かること～

宮本　尚子

第５回 2月26日（日）
午後１時30分～２時30分 安曇野の宝　天の絹 倉石あつ子

●開催日程等
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市
役
所
の
問
い
合
わ
せ
先

71
・
２
０
０
０
㈹  

71
・
５
０
０
０

（
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
を
除
く
）

2627 広報あづみの　2016.12.21 2016.12.21　広報あづみの

広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

農
業
・
農
村
が
直
面
し
て
い
る
重
要

な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
第
2
次
農

業
農
村
振
興
基
本
計
画
お
よ
び
振
興
計

画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
案

に
対
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
送
付
・
提
出
先　

〒
３
９
９
‐
８
２

８
１
（
住
所
記
載
不
要
）
農
政
課
農

業
政
策
係

mnousei@
city.azum

ino.nagano.jp

●
募
集
期
間　

12
月
26
日
（
月
）
～
１

月
27
日
（
金
）
※
当
日
消
印
有
効

【
意
見
募
集
の
共
通
事
項
】

●
対
象　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
か
通

勤
・
通
学
す
る
人
。
ま
た
は
市
内
で

事
業
な
ど
を
行
う
個
人
や
団
体
な

ど
。

●
閲
覧
方
法　

担
当
課
お
よ
び
各
支
所

地
域
課
、
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
内
「
く
る
り
ん
広
場
」、
ま
た

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き

ま
す
。

●
提
出
方
法　

任
意
の
用
紙
に
意
見
、

提
言
事
項
を
日
本
語
で
記
載
し
、
個

人
の
場
合
は
、
住
所
（
ま
た
は
勤
務

先
、
学
校
名
）・
氏
名
・
電
話
番
号
を
、

法
人
の
場
合
は
、
法
人
名
、
代
表
者

名
、
所
在
地
、
電
話
番
号
を
明
記
の

上
、
郵
送
・
持
参
・
フ
ァ
ク
ス
・
電

子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
必
要
事
項
の
記

載
が
な
い
場
合
や
、
電
話
・
口
頭
に

よ
る
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
結
果
の
公
表　

募
集
結
果
は
、
内
容

を
と
り
ま
と
め
、
市
の
考
え
方
と
と

も
に
公
表
し
ま
す
（
提
出
者
に
関
す

る
情
報
は
公
表
し
ま
せ
ん
）。
個
々

の
意
見
等
に
直
接
回
答
は
し
ま
せ

ん
。

各
条
例
・
計
画（
案
）に
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

市
の
自
治
の
基
本
理
念
、
市
政
運
営

の
基
本
原
則
等
を
定
め
た
市
自
治
基
本

条
例
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
条
例
案
に

対
す
る
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
送
付
・
提
出
先　

〒
３
９
９
‐
８
２

８
１
（
住
所
記
載
不
要
）
地
域
づ
く

り
課

mchiikizukuri@
city.azum

ino.
nagano.jp

●
募
集
期
間　

１
月
13
日
（
金
）
ま
で

ま
ゆ
だ
ま
と
小
豆
が
ゆ
づ
く
り

米
ど
こ
ろ
安
曇
野
な
ら
で
は
の
豊
作

と
健
康
祈
願
の
新
年
の
伝
統
行
事
が
体

験
で
き
ま
す
。

●
日
時　

１
月
14
日
（
土
）
午
前
10
時

～
午
後
１
時

●
対
象　

市
内
在
住
者
（
子
ど
も
の
同

伴
可
）

●
講
師　

農
村
生
活
マ
イ
ス
タ
ー

生
い
も
で
つ
く
る
こ
ん
に
ゃ
く
づ
く
り

生
い
も
で
つ
く
る
こ
ん
に
ゃ
く
の
味

を
堪
能
し
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

１
月
18
日
（
水
）
午
前
10
時

～
午
後
１
時

●
対
象　

市
内
在
住
者
（
子
ど
も
の
同

伴
不
可
）

●
講
師　

え
べ
や
組
合
員

【
共
通
事
項
】

●
場
所　

明
科
農
産
物
加
工
交
流
ひ
ろ

ば
「
え
べ
や
」（
旧
明
科
夢
い
ち
ば
）

●
定
員　

各
15
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

８
０
０
円

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん

●
申
し
込
み　

12
月
27
日
（
火
）
か
ら

「
え
べ
や
」（

88
・
６
２
７
５
）
へ

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
受

付
は
、
火
、
木
、
土
曜
日
の
午
前
8

時
30
分
～
正
午
、
新
年
は
１
月
5
日

（
木
）
か
ら
）　

今
後
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を

決
め
る
「
第
7
期
介
護
保
険
事
業
計
画

等
」
の
策
定
に
向
け
、
高
齢
者
等
実
態

調
査
を
行
い
ま
す
。
調
査
対
象
者
に
は

郵
送
で
調
査
票
を
送
付
し
ま
す
の
で
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
郵
送
時
期　

12
月
中
旬
に
発
送

●
対
象
者　

要
介
護
認
定
等
を
受
け
て

い
る
人
の
う
ち
約
４
３
０
０
人

●
調
査
方
法　

調
査
票
へ
記
入
の
上
、

同
封
の
返
信
用
封
筒
に
入
れ
て
１
月

12
日
（
木
）
ま
で
に
ポ
ス
ト
へ
投
函

し
て
く
だ
さ
い
。

エ
コ
ラ
イ
フ
を
実
践
し
、
地
球
温
暖

化
防
止
に
取
り
組
む
「
環
境
家
計
簿
」

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
省
エ
ネ
の

結
果
が
具
体
的
に
分
か
り
、
光
熱
費
の

削
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

●
内
容　

環
境
家
計
簿
に
家
庭
で
の
電

気
、
ガ
ス
、
灯
油
、
ガ
ソ
リ
ン
、
軽

油
の
月
ご
と
の
使
用
量
を
記
入
し
て

環
境
課
に
提
出
。
提
出
者
に
は
、
記

念
品
の
進
呈
と
温
室
効
果
ガ
ス
（
二

酸
化
炭
素
）
排
出
量
、
市
内
平
均
値

と
の
比
較
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

●
期
間　

１
月
１
日
（
日
）
か
ら
12
月

31
日
（
日
）
ま
で
の
１
年
間

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
世
帯

●
応
募
方
法　

環
境
課
ま
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

★広告掲載のお申し込みはエービーシー（株）（436・2111）まで

集

募環
境
家
計
簿
で
エ
コ
チ
ェ
ッ
ク
！

問
環
境
課
環
境
政
策
係

（

71
・
２
４
９
２ 

72
・
３
１
７
６
）

「
え
べ
や
」の
食
と
体
験
講
座

問
農
政
課
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当

（

71
・
２
４
３
０ 

71
・
２
５
０
７
）

高
齢
者
等
実
態
調
査

問
介
護
保
険
課
介
護
保
険
担
当

（

71
・
２
４
７
２ 

71
・
２
５
０
３
）

第
2
次
農
業
農
村
振
興
基
本
計
画

お
よ
び
振
興
計
画（
案
）

問
農
政
課
農
業
政
策
係

（

71
・
２
４
２
７ 

71
・
２
５
０
７
）

自
治
基
本
条
例（
案
）

問
地
域
づ
く
り
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

（

71
・
２
４
９
４ 

72
・
３
１
７
６
）

査

調
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す
る
「
就
学
援
助
に
お
け
る
新
入
学

学
用
品
費
の
事
前
支
給
の
お
知
ら
せ
」

や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
支
給
額　

①
小
学
校
入
学
予
定
の
園

児
等　

2
万
４
７
０
円

②
中
学
校
入
学
予
定
の
児
童
等　

2

万
３
５
５
０
円

●
申
請
期
間　

１
月
4
日（
水
）～
27
日

（
金
）

●
申
請
手
続
き　

平
成
29
年
度
新
入
学

児
童
生
徒
学
用
品
費
（
事
前
支
給
）

認
定
・
確
認
申
請
書
に
平
成
28
年
分

の
収
入
所
得
を
証
明
す
る
書
類
等
、

上
記
対
象
要
件
③
に
応
じ
た
証
明
書

類
を
添
え
て
、学
校
教
育
課（
3
階
7

番
窓
口
）、ま
た
は
小
学
校
6
年
生
が

通
う
市
内
小
学
校
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他　

今
回
の
新
入
学
学
用
品
費

の
3
月
支
給
は
、
入
学
後
支
給
の
前

倒
し
で
す
。
申
請
期
間
内
に
申
請
を

さ
れ
な
い
場
合
で
も
、
入
学
後
4
月

の
就
学
援
助
費
申
請
に
よ
り
認
定
さ

れ
た
人
に
は
7
月
に
支
給
し
ま
す
。

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
は
、
発

電
用
施
設
の
立
地
地
域
や
周
辺
地
域
で

行
わ
れ
る
公
共
施
設
の
整
備
や
、
住
民

福
祉
の
向
上
に
資
す
る
事
業
に
対
し
て

国
か
ら
交
付
さ
れ
ま
す
。
現
在
、
市
内

に
は
10
カ
所
の
発
電
用
施
設
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
１
０
８
２
万
４
０
０
０
円

の
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
が
交
付

さ
れ
、
市
内
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

の
た
め
に
活
用
し
ま
し
た

体
調
を
崩
し
や
す
い
こ
の
時
期
に
、

「
風
邪
を
ひ
い
て
声
が
変
わ
っ
た
」
と
息

子
や
孫
を
騙か
た

り
、
金
銭
を
要
求
す
る
特

殊
詐
欺
の
手
口
が
増
え
て
い
ま
す
。

「
風
邪
を
ひ
い
て
声
が
変
わ
っ
た
」と
い

う
言
葉
に
は
特
に
注
意
し
て
、
家
族
へ

の
相
談
や
本
人
か
ど
う
か
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
少
し
で
も
不
審
に
感
じ
た

場
合
は
安
曇
野
警
察
署
や
、
市
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

市
の
就
学
援
助
の
要
件
に
該
当
し
、

3
月
中
の
事
前
支
給
を
希
望
さ
れ
る
保

護
者
へ
就
学
援
助
費
の
「
新
入
学
学
用

品
費
」
を
支
給
し
ま
す
。

●
対
象　

次
の
①
～
③
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
人

①
平
成
29
年
１
月
１
日
現
在
、
市
に

住
民
票
が
あ
り
、
引
き
続
き
市
内
に

居
住
し
て
い
る
人
。（
平
成
29
年
3

月
末
日
以
前
に
市
外
に
転
出
す
る
人

を
除
く
）

②
平
成
29
年
4
月
に
安
曇
野
市
立
、

ま
た
は
、
国
公
立
・
私
立
の
義
務
教

育
課
程
の
小
・
中
学
校
に
入
学
予
定

の
児
童
生
徒
の
い
る
保
護
者
。

③
生
計
を
一
に
す
る
者
の
所
得
の
合

計
額
が
、
市
の
就
学
援
助
費
の
認
定

基
準
額
以
下
、
ま
た
は
児
童
扶
養
手

当
の
支
給
、
市
民
税
等
の
減
免
を
受

け
て
い
る
人
。

※
認
定
基
準
額
は
、
家
族
構
成
や
年
齢

等
に
よ
り
細
か
く
異
な
り
ま
す
。
目

安
と
な
る
認
定
モ
デ
ル
等
は
、
小
学

校
・
保
育
園
・
幼
稚
園
等
か
ら
配
布

市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
、
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
、
物
品
調
達
お
よ

び
委
託
業
務
な
ど
の
入
札
に
参
加
を
希

望
す
る
事
業
者
の
皆
さ
ん
は
必
ず
参
加

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

１
月
16
日
（
月
）
～
2
月
17

日
（
金
）
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5

時
15
分
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

●
申
請
部
門　

▽
建
設
工
事
▽
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
▽
物
品
・
役
務
・

そ
の
他
業
務
委
託

●
提
出
方
法　

申
請
様
式
を
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
し
、
必
要
書
類
を

添
付
の
上
、
１
部
を
Ａ
4
版
の
無
地

の
ク
リ
ア
フ
ォ
ル
ダ
ー
に
入
れ
て
総

務
課
契
約
担
当
（
2
階
9
番
窓
口
）

に
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。

●
提
出
先　

〒
３
９
９
‐
８
２
８
１　

（
住
所
記
載
不
要
）総
務
課
契
約
担
当

●
そ
の
他　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
上
段
「
し
ご
と
・
産
業
」
→
「
入

札
・
契
約
」
→
「
入
札
参
加
申
請
・

登
録
・
停
止
」
を
参
照
く
だ
さ
い
。

本
年
度
の
緑
の
募
金
運
動
（
家
庭
募

金
）
で
は
、
市
全
体
か
ら
募
金
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
募
金
を
し
て
い
た
だ
い

た
市
民
の
皆
さ
ん
、
ま
た
、
募
金
活
動

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、
地
区
の
公
民

館
・
公
園
な
ど
の
公
共
施
設
の
緑
化
や
、

環
境
学
習
な
ど
を
行
う
み
ど
り
の
少
年

団
の
育
成
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

●
募
金
額　

４
０
６
万
３
２
１
１
円

申請者 株式会社かまくら屋　代表取締役　田中　浩二
認定日 平成 28年 8月 12日
申請場所 安曇野市三郷温 4118 番 1 外 1筆
申請の目的 農業用施設

申請者 有限会社山田商会　代表取締役　伊藤　啓二
認定日 平成 28年 8月 12日
申請場所 安曇野市穂高有明 4540 番 外 2筆
申請の目的 太陽光発電施設

申請者 株式会社言ノ葉　代表取締役　中井　一裕
認定日 平成 28年 8月 12日
申請場所 安曇野市穂高北穂高 119番 3　外 3筆
申請の目的 放課後等デイサービス施設

申請者 昭和開発株式会社　代表取締役　宮下　憲夫
認定日 平成 28年 9月 9日
申請場所 安曇野市豊科南穂高 863番 1　外 2筆
申請の目的 建売住宅（6戸）

申請者 有限会社あづみ野宅建 代表取締役 松島 一雄美
認定日 平成 28年 9月 9日
申請場所 安曇野市豊科高家 6027 番 1
申請の目的 建売住宅（4戸）

申請者 塚田不動産株式会社　代表取締役　塚田　光一朗
認定日 平成 28年 10月 20日
申請場所 安曇野市豊科高家 6497 番 1
申請の目的 建売住宅（5戸）

申請者 サンエネック株式会社　代表取締役　寺澤　久水
認定日 平成 28年 10月 20日
申請場所 安曇野市豊科南穂高 5373 番 1
申請の目的 宅地分譲（3区画）

申請者 有限会社光和不動産　取締役　南　幸子
認定日 平成 28年 11月 14日
申請場所 安曇野市豊科高家 1414 番 1
申請の目的 宅地分譲（1区画）

申請者 塚田不動産株式会社　代表取締役　塚田　光一朗
認定日 平成 28年 11月 14日
申請場所 安曇野市豊科高家 2070 番 1　外 1筆
申請の目的 建売住宅（1戸）

申請者 臼井　義親
認定日 平成 28年 11月 14日
申請場所 安曇野市明科光 771番 5
申請の目的 太陽光発電施設

申請者 安曇野不動産株式会社　代表取締役　等々力　政彦
認定日 平成 28年 11月 14日
申請場所 安曇野市堀金烏川 3654 番 1　外 1筆
申請の目的 宅地分譲（2区画）、建売住宅（2戸）

募集種目 応募資格 受付期間 試　験　日

予備自衛官補

一般 18歳以上 34歳未満
1月 8日（日）～
4月 8日（土）

4月 15日（土）から 19日（水）
のうち指定される１日

技能
18 歳以上で国家免許資格等を
有する者（資格により 53 歳未
満～ 55歳未満）

防衛大学校学生 一般
（後期）

高卒（見込含）21歳未満の者（自
衛官は 23歳未満）

１月 21日（土）～
27日（金）

１次　2月 18日（土）
２次　3月 10日（金）

「
緑
の
募
金
」へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

問
耕
地
林
務
課
林
務
担
当

（

71
・
２
４
３
２ 

71
・
２
５
０
７
）

育

教

札

入

小
・
中
学
校
の「
新
入
学
学
用
品
費
」

事
前
支
給
が
始
ま
り
ま
す

問
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

（

71
・
２
４
６
０ 

72
・
２
３
３
８
）

暮
ら
し
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

問
政
策
経
営
課
企
画
担
当

（

71
・
２
４
０
１ 

71
・
５
１
５
５
）

平
成
29
・
30
年
度
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
書
の
受
付

問
総
務
課
契
約
担
当

（

71
・
２
０
０
２ 

71
・
５
１
５
５
）

「
風
邪
で
声
が
変
わ
っ
た
」

特
殊
詐
欺
に
要
注
意
！

問
地
域
づ
く
り
課
市
民
相
談
室

（

71
・
２
４
９
６ 

72
・
３
１
７
６
）

問
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（

71
・
２
１
０
０
）

し

ら

暮

市が認定した特定開発事業

平成 28 年度自衛官等の募集について

まちづくりの目標像及び基本方針に反しない内容の
開発事業として、以下の事業を認定しました。

防衛省では下記の予定で平成 28 年度各募集種目の受付および採用試験を実施します。

問建築住宅課開発調整係
471・2243　672・3569 問自衛隊長野地方協力本部松本地域事務所・広報センター『信濃』　436・2787 まで

11 月分の空間放射線量
本庁舎で測定された値は健康に影響のないもの

でした。詳しくは市ホームページをご覧ください。
問環境課環境保全担当　471・2491　672・3176

測定
結果

測定地点
（マイクロシーベルト／時間）

11/7（月） 11/14（月）11/21（月）11/28（月）

本庁舎（豊科） 0.08 0.07 0.08 0.08
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光城山白鳥イルミネーションの中止について

例年、光城山の中腹に白鳥の姿をイルミネーションで
点灯していますが、今年度は光城山の松くい虫被害木の
伐倒処理に伴い、イルミネーションを行う松の木も被害
を受け、点灯を行うことができません。

点灯を楽しみにしている皆さんには申し訳ございませ
んが、ご理解をお願いいたします。
問観光交流促進課拠点維持整備係
　471・2055　672・1340

び
ま
す
。
修
了
者
は
、
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
事
業
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

●
講
座
回
数　

本
年
度
5
回
、
来
年
度

5
回
（
計
10
回
）

●
講
師　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
え
ん

の
わ

●
対
象　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
講
座

修
了
後
は
安
曇
野
市
協
働
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
す
る
意
欲
の

あ
る
人

●
応
募
期
間　

１
月
13
日
（
金
）
ま
で

●
申
し
込
み　

申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
地
域
づ
く
り
課
（
2
階

4
番
窓
口
）
に
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ

ク
ス
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
地
域
づ
く

り
課
窓
口
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

●
提
出
先　

〒
３
９
９
‐
８
２
８
１　

（
住
所
記
載
不
要
）
地
域
づ
く
り
課

ま
ち
づ
く
り
推
進
係

忙
し
く
年
末
年
始
も
、
一
人
ひ
と
り

が
防
火
を
心
掛
け
、
火
災
の
な
い
年
末

年
始
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

●
火
災
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

▽
火
や
暖
房
器
具
の
近
く
に
、
燃
え
や

す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

▽
電
気
機
器
は
正
し
く
使
用
し
、
た
こ

足
配
線
を
し
な
い
。

▽
子
ど
も
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー

で
遊
ば
せ
な
い
。

●
問
い
合
わ
せ

豊
科
消
防
署　

72
・
３
１
４
５

穂
高
消
防
署　

82
・
３
２
６
２

梓
川
消
防
署　

78
・
２
０
９
０

明
科
消
防
署　

62
・
２
９
９
２

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
新
年
を
祝

い
、
市
の
さ
ら
な
る
発
展
を
願
う
た
め

新
年
祝
賀
会
を
開
催
し
ま
す
。
大
勢
の

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

１
月
4
日
（
水
）
開
会
午
後

3
時
30
分
～
（
受
付
午
後
3
時
～
）

●
場
所　

安
曇
野
ス
イ
ス
村
サ
ン
モ
リ

ッ
ツ

●
会
費　

１
０
０
０
円

●
申
し
込
み　

不
要

●
そ
の
他　

▽
当
日
は
で
き
る
限
り
名

刺
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
▽
酒
宴
を

伴
い
ま
す
の
で
、
乗
り
物
等
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

幅
広
い
視
点
か
ら
地
域
づ
く
り
を
行

う
担
い
手
を
育
成
す
る
講
座
で
す
。
地

域
で
行
う
事
業
で
複
数
の
団
体
を
つ
な

ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
方
法
な
ど
を
学

し

催

災

防

協
働
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座

問
地
域
づ
く
り
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

（

71
・
２
４
９
４ 

72
・
３
１
７
６
）

年
末
・
年
始
火
災
に
注
意

問
危
機
管
理
課
消
防
防
災
係

（

72
・
６
７
６
９ 

72
・
６
７
３
９
）

市
新
年
祝
賀
会

―
皆
さ
ん
と
新
年
を
祝
い
ま
す
︱

問
秘
書
広
報
課
秘
書
広
報
担
当

（

71
・
２
４
０
０ 

71
・
５
０
０
０
）

●固定資産税	 （３期）
●国民健康保険税	 （６期）
●後期高齢者医療保険料	 （９期）
●介護保険料	 （９期）
●水道料金	 （穂高・三郷地域）
●下水道料金	 （豊科・堀金・明科地域）

＝納期限は12月26日（月）＝

12月の納期

日時 講座名・テーマ

第１回１月26日（木）午後7時～9時
いま、求められている協
働コーディネーター！

第２回２月９日（木）午後7時～9時
仲間を集めて、役割分担
をしよう！

第３回２月23日（木）午後7時～9時
地域活動に役立つファシ
リテーション！

第４回３月９日（木）午後7時～9時

コーディネーターとして
のコミュニケーションの
心構え！

第５回３月23日（木）午後7時～9時
地域リーダーをつなげる
企画を作る！

名称 内容 日時・場所 定員・費用 申し込み・問い合わせ

第 118 回井口喜源治記念
館　クリスマス会

信州大学名誉教授の武富保さ
んが「教育者・井口喜源治と
聖書の教え」をテーマに講演
を行います。

日：12月 23日（金）
　午後２時～４時
場：碌

ろくざん

山公園研成ホー
ル

費：なし 問：井口喜源治記念館　
　482・5570

●開催日程等

選 挙
政治家の寄附は禁止！有権者が求めることも禁止！

問選挙管理委員会事務局　471・2031　672・9266

　年末年始は、何かと贈り物やお祝い事をする機会の多いシーズンですが、政治家が選挙区内の人
に、お金や物を贈ることは公職選挙法で禁止されています。また、有権者が政治家に寄附や贈り物
を求めることも禁止されています。寄附禁止のルールを守って、明るい選挙を実現しましょう。

皆さんで徹底しましょう！三ない運動！

①贈らない　②求めない　③受け取らない

ON AIR 情報　　あづみ野エフエム　76.1MHz で、市政からのお知らせ番組を放送中
　●広報あづみの暮らしのガイド　月曜日～日曜日　朝 6：55 ～　夕方 6：55
　●広報あづみのラジオ版　月曜日～金曜日　昼 0：45 ～　午後 2：45 ～

各種情報
日＝日時　場＝場所　定＝定員　対＝対象者　費＝費用　持＝持ち物
申＝申し込み　問＝問い合わせコーナー

公職選挙法による禁止行為

①政治家の寄附の禁止
　政治家が、選挙区内の人に対して寄
附することは、その時期や名義のいか
んに関わらず、特定の場合を除き罰則
をもって禁止されています。（政治家本
人が自ら出席する結婚披露宴および葬
式における祝儀や香典は、罰則の対象
からは除かれる場合があります）

②寄附の勧誘・要求の禁止
　政治家に対して寄附をするよう勧誘
や要求することも禁止されています。
政治家を威迫して、あるいは、政治家
の当選または被選挙権を失わせる目的
で勧誘や要求をすると処罰されます。

③後援団体の寄附の禁止
　後援団体（いわゆる後援会）が、選
挙区内の人に対して、花輪・供花・香
典・祝儀などを出すことは、その時期
や名義のいかんに関わらず処罰されま
す。（後援団体の設立目的により行われ
る行事や事業に関する寄附は禁止の対
象から除かれます）

④年賀状等のあいさつ状の禁止
　政治家は、選挙区内の人に対して、
答礼のための自筆によるものを除き、
年賀状・暑中見舞状等の時候のあいさ
つ状（電報等も含む）を出すことは禁
止されています。

座

講
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　旧契約と新契約の両方に加入している場合は、控除額の計算方法が３種類あります。①それぞれの契約で
計算した合計で最高４万円　②新契約のみを計算して最高４万円　③旧契約のみを計算して最高５万円のい
ずれか有利な方法で計算してください。

償却資産申告にご注意を

　　農業所得の収支内訳書と生命保険料控除

会社や個人で事業を営む人が、事業のために使用している機械・器具・備品などは償却資産として
申告が必要です。次の点をご確認の上、申告書の提出をお願いします。申告方法については前号（12
月７日発行）の広報あづみのをご覧ください。　　問税務課家屋担当　471・2482　672・2065

１　太陽光発電設備
　個人で設置した場合でも課税の対象となる場合があります。また、一定の条件に該当する場合は、課税標
準の特例が適用されますので、該当する場合は、必要書類を申告書と併せて提出してください。
●申告が必要となる場合　
▷全量売電する設備　▷発電した電力を設置者が営む事業に用いている設備（余剰発電を売電している場合
を含む）　▷発電した電力を自宅で使用し余剰分を売電している場合で、設備の発電出力が大きい設備
●固定資産税の軽減について

従来、経済産業大臣の認定を受けた再生可能エネルギー発電設備が軽減の対象となっていましたが、平成
28 年４月１日取得分から、当該認定を受けた太陽光発電設備は特例の対象外となり、これに代わって再生可
能エネルギー事業者支援事業費に係る補助を受けた自家消費型の太陽光発電設備が特例の対象となります。

２　設備投資（経営力向上設備）に関する課税標準の特例
●固定資産税の軽減について　

中小企業者等が平成 28 年 7 月１日以降に取得した一定の機械装置については、取得後３年度分（場合に
より 2 年度分）についての償却資産の課税標準額が 2 分の１になる特例が適用になります。平成 28 年中に
中小企業等経営強化法に基づく経営力向上計画の認定を受け新品の機械または装置を 160 万円以上購入した
場合は、次の必要書類を申告書に添付して申告をしてください。

【必要書類】
①平成 28 年中に認定を受けた「計画の申請及び認定書の写し」②工業会等による「仕様等証明書の写し」
※詳細は中小企業庁ホームページ（http://www.chusho.meti.go.jp/keiei/kyoka/index.html）をご参照ください。

平成 28年 3月 31日までに取得した場合 平成 28年４月１日以降に取得した場合
▷経済産業省が発行する「再生可能エネルギー発電
　設備の認定通知書」の写し
▷電気事業者と締結している「特定契約書」の写し

▷一般社団法人　環境共創イニシアチブが発行す
る「再生可能エネルギー事業者支援事業費補助金
交付決定通知書」の写し

申告相談会相談会

申告書の書き方が分からない人を対象に
申告の相談会を開催します。どちらの会場
へお出掛けいただいても構いません。営業、
農業、不動産などの所得がある人は、収支
内訳書が必要です。必ず事前に作成し、お
持ちください。詳細は、広報あづみの１月
号に掲載します。

会場 期間 会場 期間
明科支所
2階会議室 2

2月1日（水）～
6日（月）

市役所本庁舎
1階�番窓口

2月16日（木）～
3月15日（水）

三郷支所
2階講義室

2月6日（月）～
15日（水）

穂高支所
別館大会議室

2月16日（木）～
3月15日（水）

堀金支所
3階会議室 1

2月7日（火）～
10日（金）

※受付時間は平日の午前 8 時 30 分～ 11 時、午後１時～ 4 時。
※会場が昨年と異なりますので、ご注意ください。

●相談会の日程

今から準備！
税の申告

１　農業所得収支内訳書の作成
以下を参考に、収支内訳書を完成させましょう。

申告に向けて準備を始めましょう
①収入・必要経費などの書類の記帳・保存をします。
②収入・必要経費などの年間金額を計算します。
③②の金額を、収支内訳書へ転記し、農業所得額を算出します。
④税務署または市の申告会場で申告します。
　※農業所得の他に所得がある場合は、収入が分かる書類（源泉

徴収票など）や所得控除に関わる書類も一緒に持参してください。

農業収支計算ソフトを活用ください
　市ホームページに申告用「農業収支計算ソフト」を掲載して
います。収入や経費などを入力すると収支内訳書を作成するこ
とができ、減価償却費の計算も簡単にできます。パソコンを使
用しない場合は、月ごとの収支をまとめるための簡易表を税務
課（１階�番窓口）および各支所地域課に備え付けてあります
ので利用ください。

●新制度契約（平成 24 年１月１日以降の契約） ●旧制度契約（平成 23 年 12 月 31 日までの契約）

収支内訳書作成の流れ

記
録

１　領収書・伝票の整理

預金通帳への記帳

計
算

２　収入金額の把握

３　減価償却費の計算

４　必要経費の仕分け

ま
と
め

５　収支内訳書の作成

（注１）申告の際、領収書の提出は不要です。
なお、５年間は保管が必要です。
（注２）収支内訳書は必ず「提出用」を申
告書に添付してください。

控除種別 保障内容 限度額
一般生命保険料控除 遺族 ４万円（２万 8,000 円）

介護医療保険料控除 介護
医療 ４万円（２万 8,000 円）

個人年金保険料控除 老後 ４万円（２万 8,000 円）
合計控除限度額 12万円（７万円）

控除種別 保障内容 限度額

一般生命保険料控除
遺族
介護
医療

５万円（３万 5,000 円）

個人年金保険料控除 老後 ５万円（３万 5,000 円）
合計控除限度額 10万円（７万円）

【必要書類】

　市県民税・所得税の申告期間は２月 16日（木）から３月 15日（水）までです。例年、相談会場
は大変混雑します。事前の準備で申告を円滑に済ませましょう。
問税務課市民税担当　471・3111　672・2065

２　生命保険料の算出方法
生命保険料控除は、新契約（平成 24 年 1 月 1 日以降に契約したもの）と旧契約（平成 23 年 12 月 31
日以前に契約したもの）では取り扱いが異なります。申告書の計算方法により記入してください。

※（　）内は市県民税の所得控除限度額

所得税 市県民税

年間の
支払保険料 控除額 年間の

支払保険料 控除額

２万5,000円
以下

支払保険料の
全額

１万5,000円
以下 支払保険料の全額

２万5,001円
～５万円

支払保険料
×1/2＋

１万2,500円

１万5,001円
～４万円

支払保険料
×1/2＋7,500円

５万１円～
10万円

支払保険料
×1/4＋

２万5,000円

４万１円
～７万円

支払保険料
×1/4＋１万7,500円

10万１円以上 一律5万円 ７万１円以上 一律３万5,000円

所得税 市県民税

年間の
支払保険料 控除額 年間の

支払保険料 控除額

２万円以下 支払保険料の
全額 １万2,000円以下 支払保険料の

全額

２万１円
～４万円

支払保険料
×1/2＋１万円

１万2,001円～
３万2,000円

支払保険料
×1/2＋6,000円

４万１円
～８万円

支払保険料
×1/4＋２万円

３万2,001円～
５万6,000円

支払保険料
×1/4＋１万4,000円

８万１円以上 一律４万円 ５万6,001円以上 一律２万8,000円

●新制度契約（平成24年１月１日以降の契約）の計算式 ●旧制度契約（平成23年12月31日までの契約）の計算式
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健康

食事
＋プラス

食
塩
を
減
ら
し
て
高
血
圧
を
防
ぐ

１
日
の
食
塩
摂
取
の
目
安
は
男
性
８
㌘
、

女
性
７
㌘
、高
血
圧
の
人
は
６
㌘
未
満

平
成
25
年
の
県
民
健
康
栄
養
調
査
で

は
、
１
日
の
平
均
食
塩
摂
取
量
は
男
性

11
・
3
㌘
、
女
性
9
・
9
㌘
で
し
た
。

全
国
で
は
男
性
11
・
3
㌘
、
女
性
9
・

5
㌘
で
す
。
少
し
ず
つ
食
塩
摂
取
量
は

少
な
く
な
っ
て
き
て
は
い
ま
す
が
、
１

日
の
食
事
量
が
減
っ
て
い
る
と
い
う
現

状
も
あ
り
、
必
ず
し
も
減
塩
が
定
着
し

て
い
る
と
は
限
ら
な
い
よ
う
で
す
。

食
塩
・
糖
の
取
り
過
ぎ

体
に
与
え
る
影
響
は
？

　

食
べ
物
が
簡
単
に
手
に
入
る
現
代
で

は
、
食
塩
・
糖
の
取
り
過
ぎ
に
よ
り
高

血
圧
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

食
塩
・
糖
の
取
り
過
ぎ
に
よ
る
、
体

内
の
変
化
と
高
血
圧
が
与
え
る
影
響
と

対
策
を
紹
介
し
ま
す
。

問
健
健
康
推
進
課
健
康
支
援
担
当

　

81
・
０
７
２
６　

81
・
０
７
０
３

食
事
と
体
内
の
変
化

食
塩
と
血
圧

　

食
塩
の
取
り
過
ぎ
が
血
圧
を
上
げ
る

の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
の
体
液
中
の
塩
分
濃
度
は

０
・
９
％
に
保
た
れ
て
い
ま
す
。
食
塩

を
摂
取
す
る
と
、
大
量
の
水
に
よ
っ
て

塩
分
濃
度
を
適
正
に
保
つ
た
め
、
血
圧

が
上
昇
し
ま
す
。（
図
１
参
照
）

糖
と
血
圧

糖
の
取
り
過
ぎ
も
血
圧
を
上
げ
る
原

因
に
な
り
ま
す
。

血
液
中
の
糖
や
食
塩（
ナ
ト
リ
ウ
ム
）

の
調
節
を
行
う
腎
臓
で
は
、
不
必
要
な

も
の
を
血
液
か
ら
ろ
過
し
、
必
要
な
も

の
は
再
吸
収
し
て
、
尿
を
作
り
ま
す
。

糖
と
食
塩
は
再
吸
収
さ
れ
、
一
緒
に
移

動
す
る
た
め
、
糖
が
多
い
ほ
ど
、
食
塩

も
た
く
さ
ん
再
吸
収
さ
れ
ま
す
。ま
た
、

糖
も
食
塩
も
水
を
引
き
寄
せ
る
性
質
が

あ
る
た
め
、
血
液
量
が
増
え
、
中
か
ら

血
管
を
押
し
広
げ
る
た
め
、
血
圧
が
上

が
り
ま
す
。
血
液
量
が
増
え
る
と
、
腎

臓
は
圧
を
上
げ
る
た
め
、
腎
臓
に
も
大

き
な
負
担
が
か
か
り
ま
す
。

血
圧
が
上
が
る
と
血
管
が
傷
つ
き

心
臓
に
大
き
な
負
担
が
か
か
り
ま
す

血
管
は
3
つ
の
膜
で
で
き
て
い
て
、

一
番
内
側
の
内
皮
細
胞
は
直
接
血
液
に

さ
ら
さ
れ
、
傷
つ
き
や
す
く
な
っ
て
い

ま
す
。
内
皮
細
胞
が
傷
つ
く
と
、
血
小

板
が
修
復
し
ま
す
が
、
こ
れ
を
繰
り
返

す
こ
と
で
、
血
管
の
中
が
狭
く
な
り
ま

す
。
内
腔
が
狭
く
な
っ
た
血
管
に
血
液

を
流
そ
う
と
す
る
の
で
、
血
液
を
送
り

出
す
心
臓
に
大
き
な
負
担
が
か
か
り
ま

す
。（
図
2
参
照
）

腎
臓
・
心
臓
を
い
た
わ
る
た
め
に

自
分
自
身
の
血
圧
を
知
り
ま
し
ょ

う
。
ま
ず
は
、
年
に
１
回
は
健
診
を
受

け
、
家
庭
で
血
圧
を
測
り
ま
し
ょ
う
。

健
診
時
や
家
庭
血
圧
が
高
か
っ
た
人

は
、医
療
機
関
に
受
診
を
し
ま
し
ょ
う
。

減
塩
食
品
も
利
用
し
て
み
ま
し
ょ
う

食
塩
の
量
は
、
ど
れ
く
ら
い
摂
っ
て

い
る
か
分
か
り
づ
ら
い
も
の
で
す
。
表

１
を
参
考
に
普
段
の
食
事
を
見
直
し
ま

し
ょ
う
。
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
売
ら
れ
て

い
る
減
塩
商
品
を
利
用
す
る
こ
と
も
摂

取
量
を
減
ら
す
方
法
の
１
つ
で
す
。

図 2　血管内の様子

体液（0.9％の塩分濃度を保つ）

10グラムの塩を
摂取すると…

中から血管を押し広げ、血圧上昇

塩分濃度を保つために水
を1100ml引き寄せる。

図１　食塩摂取時の体内の構造

食　品　名 量 食塩相当量（㌘）

プロセスチーズ 20㌘ 0.6

鯵（干） 1枚（60㌘） 1.2

ちくわ 1/2 本（50㌘） 1.1

ウインナー 1本（25㌘） 0.5

カットわかめ 5㌘ 1.2

のりの佃煮 15㌘ 0.9

うどん（干） 50㌘ 2.2

インスタントラーメン 1袋（100㌘） 6.4（汁を半分残す
と3割減）

食パン（6枚切） 1枚（ 60㌘） 0.8

ごはん（精白米） 150㌘ 0

食塩 小さじ 1（ 6㌘） 6

みそ 大さじ 1（18㌘） 2.2

ウスターソース 大さじ 1（18㌘） 1.5

ノンオイルドレッシング 大さじ 1（15㌘） 1.1

カレールー 20㌘ 2.1

たくあん 30㌘ 1.3

野沢菜 30㌘ 0.7

レ
塩減 シ ピ

減塩ポイント！

表１　食品に含まれる見えない食塩相当量のめやす

だしで旨味をプラス！

　そのため、一般の家庭で食
べられているきんぴらと比べて

食塩相当量はなんと７割減！

　野菜を下茹
ゆ

でしてから調理す

るのも工夫の１つです。

材料（４人分）
ピーマン…1 個（40㌘）　　　
サラダ油…小さじ 1　　　
大根……150㌘　　　　　　
人参…40㌘　　　　　　　　　
しらたき…100㌘
サラダ油…小さじ 1/2

　砂糖・醤油…各小さじ 2
　　だし汁…1/2 ｶｯﾌﾟ（100ml）

エネルギー 36kcal　
たんぱく質 0.6㌘　　脂質 1.6㌘
炭水化物 5.5㌘　　　食物繊維 1.7㌘
食塩相当量 0.4㌘

【作り方】
①ピーマン、人参は 3㎜幅の細切りにする。大根は 7㎜幅の拍子木切りにする。
②大根、人参は茹でて水気を切る。しらたきは 4 ～ 5㎝の長さに切りサッと茹でて水気を切る。
③フライパンにサラダ油小さじ 1 をひき熱し、ピーマンを炒め、しんなりしたら 1 度取り出す。
④サラダ油小さじ 1/2 を足し入れ、大根と人参、しらたきを炒め調味料 A を加える。仕上げにピーマン
　を入れる。

つい箸が伸びる　根菜としらたきのきんぴら風

　�
Ａ�
　�
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1月（January）の予定
1 月の各種相談　 …場所　 …問い合わせ　 …時間

12日（木）	（予約日：5日（木））・26日（木）（予約日19日（木））
場市役所 2階　相談室 211
時 13：30～16：30　※ひとり 20分
問市民生活部　市民相談室（℡71-2496・FAX72-3176）
※電話予約…予約日の9時～12時
※定員8人を超えた場合は抽選（先着順ではありません）
※係争中のもの、すでに弁護士に相談中の事項はお受けできません。

弁護士会による無料法律相談  要予約

介護相談　　　　時平日 8：30 ～ 17：00　

場問中央地域包括支援センター（市役所 1階）
　　（℡72-9986・FAX71-2503）
場問北部地域包括支援センター（穂高支所内）
　　（℡81-0760・FAX88-3711）　
場問南部地域包括支援センター（三郷支所内）
　　（℡77-4007・FAX77-4087）

子ども･ひとり親家庭･女性の相談 要予約
毎週月～金曜日　※2・3・9日は行いません。　時 8：30～ 17：00
場問子ども支援課家庭児童相談室（℡71-2265・FAX72-2065）

消費生活相談　時平日8:30～17:15 ※電話相談も可。

場問消費生活センター（市役所 2階）
　　（℡直通71-2100、携帯090-5203-2011・FAX72-3176）
※消費者ホットライン（局番なし）188番「嫌や！（イヤヤ！）」

1月の休日当番医 （変更になる場合があります。）長野県休日・夜間緊急医案内サービス　 0570-088199

12日（木） 場市役所 4階　会議室 401　※生活相談も含む

12日（木） 場市役所 3階　相談室 311

労働に関する相談　　　
1月の児童館の予定

･･･ 乳幼児対象　 ･･･ 参加費　休館日 ･･･日曜・祝日・年末年始（12/29～1/3）
※市内 9つの児童館は、安曇野市社会福祉協議会が指定管理者として運営しています。
　各事業の詳細は地域の児童館までお問い合わせください。
※キッズパークは就園前親子の皆さんが対象の登録制サークルです。

問商工観光部商工労政課（℡71-2041・FAX72-1340）
※ 1回の相談時間 50分で 3枠。予約は前日の正午まで。
20日（金） 場市役所3階　相談室311　※ 40歳代前半まで

わかもの就職サポート相談会　時13：30 ～ 16：30  要予約

1日（日）元日 2日（月） 3日（火）　 ８日（日）　　 ９日（月）成人の日 15日（日） 22日（日） 29日（日）
塔の原　内川医院
81-2121［明科］

穂高ハートクリニック
50-6731［穂高］

穂 高 病 院
82-2474［穂高］

小 田 切 医 院
83-6025［穂高］

古 川 医 院
82-4385［穂高］

平 林 医 院
62-2227［明科］

古川整形外科医院
82-8880［穂高］

村 山 医 院
82-2101［穂高］

中 田 医 院
82-2339［穂高］

武田内科クリニック
88-6500［穂高］

あづみ野　平林整形外科
88-3322［堀金］

信濃内科循環器科医院
82-7722［穂高］

百 瀬 医 院
82-2205［穂高］

髙 橋 医 院
82-2561［穂高］

ふ じ も り 医 院
72-2011［豊科］

神谷小児科医院
72-5162［豊科］

中 萱 医 院
77-2130［三郷］

あさひ内科クリニック
50-8075［豊科］

こばやし内科クリニック
71-1117［豊科］

木 暮 医 院
77-2119［三郷］

赤津整形外科クリニック
76-3133［三郷］

山 田 医 院
72-3207［豊科］

池 田 医 院
77-2055［三郷］

ヴェリタス堀金診療所
87-6700［堀金］

飯 島 歯 科 医 院
82-0306［穂高］

田 野 歯 科 医 院
82-7537［穂高］

内田歯科クリニック
71-4711［堀金］

丸山整形外科医院矯正歯科
72-7000［豊科］

よこさわ歯科医院
82-2121［穂高］

矢 島 歯 科 医 院
72-2163［豊科］

丸 山 歯 科 医 院
82-7505［穂高］

松 村 歯 科 医 院
62-2048［明科］

教育に関する相談

いじめ相談ホットライン	 時 8:30 ～ 17:15
毎週月～金曜日　※ 2・3・9日は行いません。
場問教育相談室（豊科公民館内）（℡73-1624・FAX72-2204）
教育全般（子育て・学校生活・不登校・発達障害など）	 時 10:00 ～ 16:00
毎週月～金曜日　※ 2・3・9日は行いません。
場問教育相談室（豊科公民館内）（℡72-2238・FAX72-2204）
※電話相談可。まずはお電話ください。

19日（木）　時13：00～15：00（相続・遺言手続・成年後見など）
場市役所 2階相談室 211・212
問長野県行政書士会松本支部（℡33-7166・FAX32-0151）
※開催日の2日前までにご予約ください。

行政書士による無料相談   要予約

心配ごと相談・行政相談　（★は行政相談を同時開催）

10日（火）・★23日（月）	 時 13：00～16：00
場堀金憩いの里うらら（℡73-5288・FAX73-5775）
10日（火）・★24日（火）	 時 13：00～16：00
場穂高地域福祉センター（℡82-2940・FAX82-9621）
11日（水）・★25日（水）	 時 13：00～16：00
場豊科ささえあいセンター「にじ」（℡72-3013・FAX72-5422）
12日（木）・★26日（木）	 時 13：00～16：00
場三郷福祉センター（℡77-8080・FAX77-8081）
13日（金）・★27日（金）	 時 13：00～16：00
場明科総合福祉センター「あいりす」（℡62-2429・FAX62-5025）
問心配ごと相談…上記へ
問行政相談…市民生活部　市民相談室（℡71-2496・FAX72-3176）

母乳・育児相談 ※母乳相談は要予約　時 9:30 ～ 11:00

	10・24日（火）	 場問堀金保健センター（℡81-0714・FAX81-0703）
	11・25日（水）	場問豊科保健センター（℡81-0713・FAX81-0703）
	12・26日（木）	場問三郷保健センター（℡81-0714・FAX81-0703）
	 17日（火）	場問明科保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）
	 19日（木）	場問穂高保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）
※保健師・助産師・管理栄養士・栄養士・歯科衛生士が相談に応じます。
※児童館の育児相談については、左ページをご覧ください。

こころの相談

精神科医による精神保健相談  要予約 	 時 14:00 ～
ユニオンサポートセンターの相談会  要予約 	 時 18:00 ～ 20:00

中信労政事務所の相談会 	 時 13:00 ～ 16:00

5日（木）・16・23日（月）
場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

児童・思春期精神保健相談  要予約 	 時 14:00 ～

12・19・26日（木）
場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

精神科医による依存症相談  要予約 	 時 13:30 ～

6日（金）場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

 あずみ野断酒会	 時 19:00 ～ 21:00

11・18・25日（水）　
場豊科公民館 2階和室
問健康推進課健康支援担当（℡81-0711・FAX81-0703）
※体験を語り合いながら断酒を目指します。※ 18日は家族会

★南穂高児童館｢にこにこランド｣ TEL71-5150 FAX71-5152

	読み聞かせ	 16・23日（月）	 11：00～ 11：20
	 児童館笑顔ごはん・チャレンジタイム 押し寿司
	 要予約 子ども100円大人200円 	 21日（土）	 10：00～ 12：00
	 定員：20 組　対象：小学生　持ち物：エプロン・三角巾

	育児相談	 27日（金）	 10：30～ 12：00

★高家児童館 TEL・FAX72-5685

	 地域の知恵袋 凧あげ＆豚汁会	 14日（土）	 10：30～ 12：00
	 要予約 100円  対象：幼児親子から小中学生　定員：20組

	 読み聞かせ	 19日（木）	 11：00～
	 育児相談 	 20日（金）	 10：30～ 12：00

	キッズパーク ほっとタイム　ヨガ deリラックス
		  23日（月）・27日（金）	 10：30～ 11：30

登録家庭以外要予約   定員：各５組　対象：23日（月）は 2歳児以上・0歳児、
27 日（金）は 1歳児以上　持ち物：飲み物・タオル・大判バスタオル（敷き
用）・あればヨガマット

TEL・FAX83-5494★穂高北部児童館

	読み聞かせ	 6・13・20日（金）	 11：00～ 11：20
	わらべうた 	 16・23・30日（月）	 11：10～
キッズパーク 体を動かそう

	 		 10日（火）・11日（水）・12日（木）	 10：30～ 11：30
	みんなあつまれ！	 13日（金）	 10：30～ 11：30	 1 月生まれハッピーバースディ♡

	育児相談・身体測定	 27日（金）	 10：30～ 12：00

★三郷児童館 TEL76-0185 FAX76-０１８６

	読み聞かせ	 6・20日（金）	 11：00～ 11：20
	みんなあつまれ！もちつき会	 13日（金）	 10：30～ 12：00
要予約 100円   定員：30組　持ち物：暖かい服装・飲み物

	育児相談	 16日（月）	 10：00～ 12：00
	 ファミリーサポート登録会 	 20日（金）	 10：30～	 登録無料　持ち物：印鑑

TEL・FAX82-2527★穂高西部児童館

	育児相談・身体測定	 6日（金）	 10：30～ 12：00	 ★身体測定は 10：00 ～ 12：00

	 ファミリーサポート登録会 	 11日（水）	 10：30～	 登録無料　持ち物：印鑑

	読み聞かせ	 23日（月）	 11：00～ 11：20
	 児童館笑顔ごはん・チャレンジタイム 根菜たっぷりすいとん
	 要予約 子ども100円大人200円 	 28日（土）	 10：30～ 12：00
	 定員 20 人　対象：小学生　持ち物：エプロン・三角巾・飲み物

★堀金児童館 TEL71-2122・FAX71-2126

	みんなあつまれ！ もちつき会	 7日（土）	 10：30～ 11：30	 要予約 100円   定員：25組	
	 チャレンジタイム  まゆだま	 14日（土）	 10：30～ 11：30
	 要予約 100円   対象：小学生　定員：20人

	読み聞かせ	 16日（月）	 11：00～ 11：20
	キッズパーク リズム

		  17日（火）・18日（水）・19日（木）	 10：30～ 11：30
要予約   対象：17日（火）は 2歳児以上、18 日（水）は 1歳児、19 日（木）
は 0歳児　定員：各 5組

	育児相談・身体測定	 23日（月）	 10：00～ 12：00

★穂高中央児童館 TEL84-0762 FAX82-9621

	読み聞かせ	 18日（水）	 11：00～ 11：20
	育児相談・身体測定	 20日（金）	 10：30～ 12：00
	キッズパーク リラックス・ヨガ

		  24日（火）・25日（水）・26日（木）	 10：30～ 11：30
要予約   定員：各 5組　対象：24 日（火）は 2歳児、25 日（水）は 1歳児、
26 日（木）は 0歳児　持ち物：ヨガマットもしくはバスタオル

★明科児童館 TEL62-2482 FAX62-1124

	 読み聞かせ 対象：小学生	 12日（木）	 16：00～
	 クライミング教室 	 16日（月）	 16：00～ 17：15
	 要予約   定員：20人　対象：小学生以上　持ち物：運動のできる支度

	キッズパーク 恵方巻き
			  17日（火）・18日（水）・19日（木）	 10：30～ 11：30

要予約 100円   対象：17日（火）は 2歳児、18 日（水）は 1歳児、19 日（木）
は 0歳児　定員：各 5組

	 育児相談	 20日（金）	 10：30～
	読み聞かせ	 20日（金）	 11：00～

	 チャレンジタイム たこ作り	 6日（金）	 10：30～ 12：00	 要予約   対象：小学生

	 育児相談 	 13日（金）	 10：30～ 12：00
	 寒中もちつき会	 14日（土）	 10：00～ 12：00

	要予約 子ども100円大人200円 　定員：80人　持ち物：飲み物

	読み聞かせ	 16日（月）	 11：00～
キッズパーク ほっとタイム

	 		 17日（火）・18日（水）・19日（木）	 10：30～ 11：30
	要予約 100円  定員：各５組　対象：17日（火）は2歳児、18日（水）は
1歳児、19日（木）は0歳児	

	 卓球教室 対象：小学生以上	 21日（土）	 14：00～ 15：00
	 チャレンジタイム 手打ちうどん	 28日（土）	 10：00～ 12：00

要予約 100円   　定員：15人　対象：小学生　持ち物：エプロン・三角巾・
手拭き・飲み物

★豊科中央児童館 TEL・FAX72-0122

25日（水）場市役所 2階会議室 202　※人権相談　
問法務局松本支局（℡32-2571・FAX32-2572）

人権よろず困りごと相談　時10：00 ～ 15：00 

※予約は前日の 17：00まで

問商工観光部商工労政課（℡71-2041・FAX72-1340）



3839 広報あづみの　2016.12.21 2016.12.21　広報あづみの

広報ラジオ版がスタート 安曇野健康体操が完成 リオ・パラ大会樋口選手２種目入賞 東金市と災害時相互援助協定締結

国営アルプスあづみの公園が全面開園 アルプス保育園が移転新築 豊科公民館大規模改修工事が完了 安曇野しゃくなげの湯が完成

三郷・安曇野友好都市が30周年 クラムザッハ町を公式訪問
名水選抜総選挙
２部門で日本一

新矢越トンネルが貫通 期日前選挙投票所立会人に高校生

１月
27 日　安曇野・筑北地域を結ぶ、国道 403 号新矢

や

越
ごせ

トンネルが貫通
２月
5 日　安曇野警察署と管内市村教育委員会「児童

生徒の健全育成に係る相互連絡協定」締結
24 日　市と市内 3 ライオンズクラブ（安曇・明科・

穂高）と連携協定締結
３月
10 日　市の水資源・水環境保全の取り組みが環境

省の「奨励賞」受賞
27 日　豊科公民館耐震補強・大規模改修工事が完

了。教育支援センターを併設
29 日　環境省の名水選抜総選挙で「安曇野わさび

田湧水群」が「観光地」「景観」の 2 部門で
日本一獲得

31 日　アナログ同報系防災行政無線が廃止
４月
1 日　堀金支所大規模改修工事が完了しリニュー

アルオープン。支所・図書館・公民館など
を併設
市広報ラジオ番組開始・市ホームページが
リニューアル

11 日　三郷公民館大規模改修工事が完了しリニュ
ーアルオープン。支所・公民館を併設

26 日　市水道事業第一次拡張事業が完了。水源
がすべて地下水に

５月
12 日　北信越市長会総会が市内で初開催（～ 13 日）
26 日　設立 30 周年の節目、第 30 回三

みさとさんごうあづみの

郷・安曇野
友好都市交流推進協議会（三郷サミット）
を市内で開催（～ 27 日）。10 月に合同広報
発行

６月
1 日　市と JA あづみが「市民農園の活用」につ

いて覚書締結
2 日　アルプス保育園移転新築工事、穂高幼稚園

大規模改修工事が完了。おひろめ式開催
14 日　市が平成 32 年の東京五輪・パラ大会「ホス

トタウン」に登録
18 日　国営アルプスあづみの公園（堀金・穂高地区）

「里山文化ゾーン」が開園、同公園全面開園
26 日　市歌による「安曇野健康体操」が完成。市

民スポーツ祭総合開会式で初披露

７月
7 日　マイナンバーカードを活用、住民票などの

コンビニ交付サービス開始
27 日　穂高支所を新築、4 支所の整備事業が完了
８月
25 日　長野県市長会総会が市内で初開催
９月
1 日　地域おこし協力隊員を初配置

14 日　リオパラ大会・車イス陸上競技に樋口政幸
選手（豊科）が出場し 2 種目で入賞。市役
所でパブリックビューイング開催

14 日　交通死亡事故多発非常事態を宣言
24 日　市公式訪問団が国際姉妹都市・オーストリ

アクラムザッハ町などを訪問（～ 30 日）
10月
3 日　日帰り温泉入浴施設「安曇野しゃくなげの

湯」がオープン
15 日　市区長会が設立 10 周年記念式典開催
25 日  友好都市・千葉県東金市と災害時相互援助

協定締結
29 日　穂高西小学校で開校 30 周年記念式典開催
11月　
1 日　「安曇野ふるさと寄附」などを活用し、市入

学準備金貸付制度始まる
5 日　穂高南小学校で開校 50 周年記念式典開催

26 日　友好都市・千葉県東金市への青少年交流事
業で市内小中学生が初訪問（～ 27 日）

12月
5 日　市内白鳥飛来地の一つ明科・御宝田遊水地

のコハクチョウから、鳥インフルエンザウ
イルス遺伝子を確認。市内で初の感染確認

出来事
選挙権年齢が 18 歳以上に引き下げ
公職選挙法改正により 7 月 10 日執行の参議院議員通常
選挙から投票可能に。市内 5 カ所の期日前選挙投票所
に高校生が立会人に
７年に一度・穂高神社で小遷宮
7 年に一度の盛儀「式年遷宮祭（小遷宮）」が 5 月の連
休を中心に行われる
10 月の台風で農作物に被害
5 日から 6 日にかけて日本海を通過した台風 18 号の影
響による強風で、市内の収穫前のリンゴ等農作物に被
害
拾ケ堰が世界かんがい施設遺産に登録
市内を流れる農業用水・拾ケ堰が、開削 200 年の節目
に世界かんがい施設遺産に登録

2017 年（平成 29 年）

来年はどんな 1 年に
なるでしょうか？

写真で振り返る

２０１６年
本年、「広報あづみの」の紙面で取り上げ
た話題の一部を写真で振り返ります。
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本 　 庁 　舎	 〒399-8281	 長野県安曇野市豊科6000番地	 TEL 0263-71-2000	 FAX 0263-71-5000

穂 高 支 所	 〒399-8303	 長野県安曇野市穂高6658番地	 	 FAX 0263-82-6622

三 郷 支 所	 〒399-8101	 長野県安曇野市三郷明盛4810番地1	 	 FAX 0263-77-6060

堀 金 支 所	 〒399-8211	 長野県安曇野市堀金烏川2750番地1	 	 FAX 0263-72-4900

明 科 支 所	 〒399-7102	 長野県安曇野市明科中川手6824番地1	 	 FAX 0263-62-4747
古紙配合率 80％
再生紙を使用しています。

時間延長窓口1月17日（火）
 （午後５時15分から８時まで）
休日開庁日1月22日（日）
 （午前８時30分から正午まで）
※転出入・転居等一部業務のみ取り扱い
ます。事前に問い合わせください。

人口と世帯 2016.12.1 現在（　）内は対前月比
人口　98,163 人（－ 78）男 47,554 人（－ 33）女　50,609 人（－ 45）
世帯　38,867 世帯（－ 8）

問観光交流促進課ブランド推進担当
（471・2053　672・1340）

安曇野百選
プロジェクト
風景投稿サイト

「ビューポイント信州の山」
里山エリアオープン！

安曇野の魅力を
一緒に発信しませんか
安曇野の魅力を発信するため、映画・
テレビ番組の撮影、旅行雑誌の取材な
どへの支援業務を行っています。群衆
シーンなどの撮影に協力いただけるエ
キストラの登録者を募集しています。

●申し込み方法
随時募集しています。「安曇野市エキストラ登録申請書」を観光
交流促進課（３階1番窓口）へ提出ください。
申請書は観光交流促進課窓口または安曇野ロケーションガイド
ホームページより入手できます。
uhttp://azuminolocation.com/support/extra

安曇野のお気に入りの風景を共有
風景投稿サイト「ビューポイント信州の山」は、北アルプスなどを撮
影した写真と地図情報を合わせて投稿し、情報共有できる便利なウェ
ブサイト。あなたのお気に入りの風景を投稿しませんか。
u http://mountain.nagapic.jp/

募 集
ロケ支援

エキストラ
登録者


